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　八
ツ
的
子
供
会
は
、
保
育

園
児
三
人
、
幼
稚
園
児
三
人
、

小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
の
十
九
人
と
合
わ
せ
て

二
十
五
人
、
十
九
世
帯
で
仲

良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　四
月
に
は
歓
迎
会
を
兼
ね

た
お
楽
し
み
会
、
夏
の
ラ
ジ

オ
体
操
、
卒
業
す
る
六
年
生

と
の
思
い
出
作
り
の
お
別
れ

会
等
、
一
年
を
通
し
て
様
々

な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

特
に
十
月
に
行
わ
れ
る
秋
祭

り
は
地
域
の
皆
様
と
協
力
し

て
行
い
ま
す
。
子
供
会
で
は

子
ど
も
達
が
お
神
輿
を
ひ
い

て
分
館
内
か
ら
日
𠮷
神
社
ま

で
練
り
歩
き
ま
す
。
神
社
で

御
祈
祷
を
受
け
た
後
は
公
会

堂
へ
戻
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
模
擬
店
で
お
で
ん
や
ジ

ュ
ー
ス
を
購
入
し
た
り
と
、

地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
楽
し

み
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
の
夏
は
分
館

で
集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ

ャ
ッ
プ
の
寄
託
も
行
い
ま
し

た
。
分
館
の
皆
様
と
集
め
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は

約
八
・
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ

り
、
こ
れ
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
通
じ
て
発
展
途
上

国
で
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

購
入
に
役
立
て
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　そ
し
て
、
地
域
の
皆
様
に

は
、
日
々
子
ど
も
達
の
安
全

に
気
を
配
っ
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
一
一
〇
番
の
設
置
や

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
か

げ
で
安
心
し
て
登
下
校
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
資

源
回
収
等
の
学
校
行
事
に
も

御
協
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
子
ど
も
達
の

成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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（20）……………………シリーズ“地域の子どもたち”（八ツ的子供会）
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地域の 子どもたち子どもたち

地
域
の
皆
様
に
感
謝八

ツ

的

子

供

会

勇壮に『千歳楽』練り歩き勇壮に『千歳楽』練り歩き

（13）…………………………………………町政を問う！（6人が登壇）

議会広報編集委員会 E-mail:gikai@town.satosho.lg.jp

　風が冷たくなり、少し
ずつ冬のおとずれを感じ
る季節となりました。朝晩
は寒さを感じることも多
く、健康管理には気をつ
けたいものです。
　さて、11 月 11 日は
「介護の日」というのをご

（眞野）

（7～10）…災害関係予算1億2000万円（臨時会）、対策費に追加979万円（補正）

存知でしょうか。高齢化な
どにより介護を必要とする
方が増加し、その課題も
多様です。
　介護を身近なものとし
てとらえて、それぞれの
立場で介護を考えてみて
はいかがでしょうか。

（3）……………………………………………平成29年度決算すべて認定

（11）………………………………陳情2件を採択、国へ意見書を提出
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平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
14
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
平
成
29
年
度
会
計

決
算
の
認
定
９
件
、
平
成
30
年
度
の
補
正
予
算
８
件
、
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
人
事
案
件
２
件
、
報
告
２
件
、
陳

情
２
件
、
議
員
か
ら
の
発
議
２
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定例
　会
定例
　会
定例
　会

9月定
例
会 一般会計は賛成　多数で認定一般会計は賛成　多数で認定

里庄町議会だより　No.94

賛成 反対6：3

その他会計は全会一致で　　認定
29年度
決算
29年度
決算

岡本雅道議員
　マコモタケで跡地利用は、たったの８日
間。
　キャンプ場に３００万円の投資で２７万円
の収益。無駄ではないか。
　駅前の整備計画は、今すべきでない。
　一般会計で２億数千万が不用額で上がっ
てくることが問題である。
　農協の生産部会への補助金。ある部会
で、苗や肥料を買っているのは、おかしい。
　養成した防災士の活動内容が見えてこな
い。

ここが反対！

キャンプ場は無駄

佐藤耕三議員
　昨年の予算委員会でマコモタケの関係
で、ＪＡ給油所跡地利用の強い要望を受け
た。家賃等で39万円も使い、前年度は整備
費等で190万円使ったにもかかわらず、販売
に利用した日数はわずか８日間、準備期間
を入れても１カ月しか使われていない。
　余りにもずさんな使い方。

ここが反対！

ずさんな使い方
高田卓司議員

　毎年の決算時の指摘が次年度に生かさ
れない。
　財政調整基金８４００万円も取り崩しな
がら２億５０００万円もの残高が生じた。
　できるかどうかわからない駅前広場等整
備基本構想作成に７００万円以上のお金を
かけた。
　補正予算以上に不用額を出している。
　以上の理由で不認定にすべき。

ここが反対！

次年度に生かされない

小野光章議員
　定住促進につながる施策の実施や産後
ケアによる母子健康事業の充実が図られた
ほか、浜中バイパス事業の促進や分館要望
の修繕や改良も遂行されるなど、重点施策
を中心に限られた財源で事業が実施され
ている。
　また、歳出削減に努力した結果、財政調
整基金積立と開発基金積立金も前年度よ
り増加している。
　歳入歳出予算は適正に執行され、確実に
行政効果は上がっている。

ここが賛成！

歳出削減に努力
町税

15億2,490万円
（32.3%）

町税
15億2,490万円
（32.3%）

地方交付税
10億2,972万円
（21.8%）

地方交付税
10億2,972万円
（21.8%）

国庫支出金
4億6,013万円
（9.8%）

国庫支出金
4億6,013万円
（9.8%）

繰越金
3億9,173万円
（8.3%）

繰越金
3億9,173万円
（8.3%）

利子割交付金など
2,658万円（0.6%）

地方特例交付金
1,034万円（0.2%）

地方譲与税
2,746万円（0.6%）

繰入金
3億2,237万円（6.8%）
繰入金
3億2,237万円（6.8%）

分担金および負担金
7,788万円（1.7%）

諸収入
5,595万円（1.2%）

使用料・手数料
2,317万円（0.5%）

財産収入など
1,294万円（0.2%）

県支出金
3億1,163万円

（6.6%）

地方債
2億3,531万円

（5.0%）

地方債
2億3,531万円

（5.0%）

地方消費税交付金
2億538万円（4.4%）

自主財源
歳入

依存財源

歳入総額　47億1,549万円 歳出総額　44億5,211万円

義務的経費

投資的経費

その他経費

歳出
（性質別）

消費的経費

人件費
6億2,261万円
（14.0%）

人件費
6億2,261万円
（14.0%）

扶助費
8億8,803万円
（19.9%）

扶助費
8億8,803万円
（19.9%）

物件費
7億4,150万円
（16.7%）

物件費
7億4,150万円
（16.7%）

補助費等
7億5,073万円
（16.9%）

普通建設事業費
2億4,947万円

（5.6%）

公債費
3億5,355万円
（7.9%）

繰出金
3億8,282万円（8.6%）

災害復旧費
4,084万円（0.9%）

積立金
2億9,906万円（6.7%）

投資および出資金・貸付金
5,720万円（1.3%）

維持補修費
6,630万円（1.5%）
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事
業
内
容

着々と進む地籍調査

決
算
総
括

主な事業内容平成28年度の 主な事業内容平成29年度の

・定住フェアへ参加（７月、３月）
・県移住体感ツアー受入
・結婚相談支援センターの運営と井笠管内の自治
体と共同カップリングパーティー（２回）
・町内の工場見学、ものづくり体験を組み合わせた
バスツアーを実施（21組64人参加）
・まこもたけ料理教室、まこもたけ販路開拓支援、リ
ーフレット作成ほか
・住民票などのコンビニ交付事業を実施
・防犯灯整備やガードレール、カーブミラーの設置、
外側線
・町主催の敬老会を実施、老人クラブへの支援
・高齢者タクシー料金の助成券の交付（128件）
・放課後や長期休業中の学童保育事業
　　　　　　　　　　　　（東小学校52人、西小学校108人）

・降園後や長期休業中の幼稚園預かり保育事業
　　　　　　　　　　　　（東幼稚園18人、西幼稚園19人）

・中学校3年生までの医療費を負担
　　　　　　　　　　　（０才から15歳まで、述べ1662人）

・障害児相談支援、児童発達支援、放課後等デイサ
ービスの実施
・延長保育（閉園時間を午後７時まで延長）の実施
・各種検診（特定健診、後期高齢者健診、肝炎ウイルス検診、
各種がん検診、ピロリ菌検診、腹部超音波検診、骨粗しょう症
検診等）

・予防接種（４種・２種混合、日本脳炎、麻しん風しん、インフ
ルエンザ、ヒブ、肺炎球菌等）

・乳幼児健診、健康教育、健康診査、健康相談、保育
指導・訪問指導等の実施

　
・
一
般
会
計

２
億
３
５
３
１
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
２
４
６
０
万
円

　
・
一
般
会
計

３
億
１
９
１
８
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

２
５
５
４
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
５
０
４
９
万
円

　
・
一
般
会
計

33
億
２
５
５
９
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

８
９
０
４
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

35
億
３
４
８
万
円

　　
　  

※
元
金
償
還
金
の
う
ち
、

　
　
　  

概
算
41
億
円
が
地
方
交

　
　
　  

付
税
に
算
入
さ
れ
る
見

　
　
　  

込
み
。

　
財
政
調
整
基
金

６
億
８
６
１
７
万
円

　い
き
い
き
里
庄
基
金１億

円

　地
域
振
興
基
金

５
８
４
７
万
円

　
開
発
基
金

４
億
２
６
６
２
万
円

　
減
債
基
金

１
億
３
１
９
７
万
円

　ふ
る
さ
と
保
全
基
金

　
６
６
０
０
万
円

　
文
化
振
興
基
金

４
億
３
１
０
４
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

１
億
１
０
０
万
円

　
教
育
施
設
整
備
改
修
基
金

１
億
２
０
４
９
万
円

　
土
地
開
発
基
金

１
億
３
０
２
万
円

　
環
境
整
美
基
金

５
０
３
９
万
円

　
古
山
基
金１

０
０
８
万
円

　
　 

　
端
数
処
理
を
し
て
い
る

　
　
　 

た
め
、
合
計
額
が
一
致

　
　
　 

し
な
い
場
合
が
あ
る
。

平
成
29
年
度
起
債
額（
借
金
）

平
成
29
年
度
公
債
費（
元
金
償
還
金
）

平
成
29
年
度
末
起
債
残
高

一般
会
計
の
基
金（
貯
金
総
額
）

町
の
借
金
と
貯
金（
平
成
29
年
度
の
状
況
）

４
億
９
５
２
１
万
円

３
億
５
９
９
１
万
円

22
億
８
５
２
５
万
円

69
億
１
８
１
１
万
円 ※

29年度平成

　
平
成
29
年
度
決
算
の
総
括
質
疑
は
、
３
人
が
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

総 

括 

質 

疑

　
　
　
　
　
❶
単
年
度
収
支

額
・
実
質
単
年
度
収
支
額
は

い
く
ら
か
。

　
年
度
内
の
財
源
で
全
て
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
た
の

か
。

❷
基
金
の
取
り
崩
し
の
、
長

期
的
な
考
え
は
。

❸
町
債
の
状
況
は
。

　
公
共
下
水
道
事
業
の
借
金

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

❹
町
所
有
の
土
地
に
つ
い
て

売
却
を
含
め
た
利
活
用
の
考

え
は
。

❺
国
保
会
計
の
安
定
的
な
運

営
を
行
う
た
め
の
施
策
は
。

❻
介
護
老
人
保
健
施
設
は
町

営
か
ら
民
間
管
理
。
利
用
者

が
満
足
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
て
い
る
か
。

❼
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
は
、
過
去
に
比
べ

悪
化
し
て
い
る
の
か
。

　
水
道
事
業
会
計
・
公
共
下

水
道
事
業
会
計
の
資
金
不
足

比
率
の
前
年
度
と
の
比
較
は
。

❽
義
務
的
経
費
の
増
加
は
避

け
ら
れ
な
い
が
、
健
全
性
を

維
持
し
て
い
く
た
め
の
歳
出

の
見
直
し
は
。

　
　
　
　
　
❶
単
年
度
収
支

額
は
マ
イ
ナ
ス
７
８
０
８
万

円
・
実
質
単
年
度
収
支
額
は

１
０
０
万
円
。

　
黒
字
と
い
う
こ
と
で
、
で

き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

❷
長
期
的
な
財
政
計
画
は
作

成
し
て
い
な
い
が
、
５
年
間

の
中
期
的
な
計
画
と
し
て
、

財
政
運
営
適
正
化
計
画
を
作

成
し
て
い
る
。
基
金
を
取
り

崩
さ
ず
に
柔
軟
に
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
難

し
い
が
、
中
・
長
期
的
な
視

点
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

❸
昨
年
度
と
比
較
し
て
、
１

億
３
５
３
０
万
円
の
減
と
な

る
。

　
公
共
下
水
道
事
業
費
の
縮

小
す
る
こ
と
で
起
債
残
高
の

抑
制
に
努
め
る
。

眞
野
議
員

健
全
性
の
維
持
は

❹
玉
笠
道
路
関
連
と
、
企
業

誘
致
で
払
い
下
げ
を
行
っ
た
。

今
後
売
却
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

売
却
す
る
。

❻
安
全
で
利
用
者
の
立
場
に

立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

入
所
者
、
家
族
か
ら
高
い
評

・不妊治療助成と未熟児養育医療の実施
・ごみ減量化とリサイクル推進を目的に資源ごみ収
集庫を３箇所設置
・湯ノ池のため池ハザードマップを作成
・地籍調査は、0.58k㎡の現地調査等を実施
　　（岩村・津江、大原東・明地・古井・殿迫地区の一部）

・道路の維持補修（23箇所）、狭あい道路の整備（13箇所）、
道路の改良工事（6路線）
・橋梁点検等（31橋）
・自主防災組織の設立資機材整備補助金と活動補
助金を交付
・東・西小学校、中学校に各１名の外国人英語指導
助手を配置

価
を
受
け
て
い
る
。

❼
実
質
赤
字
比
率
２
・
82
％

悪
化
。

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
０
・

98
%
改
善
。

　
実
質
公
債
費
比
率
０
・
３

%
悪
化
。

　
将
来
負
担
比
率
３
・
２
%

改
善
。

　
水
道
事
業
会
計
の
資
金
不

足
比
率
７
・
３
%
改
善
。

　
公
共
下
水
道
事
業
会
計
の

資
金
不
足
比
率
49
・
４
%
改

善
。

　
　
　
　
　
❺
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
差
額
通
知
に
よ
り
、

医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
❺
健
康
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
特
定

検
診
の
受
診
率
の
向
上
に
努

め
て
い
る
。

　
　
　
　
❼
起
債
残
高
が
減

っ
た
為
、
将
来
負
担
比
率
は

若
干
改
善
し
た
。
基
金
の
積

み
立
て
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

❽
歳
入
は
、
税
収
率
の
確
保
、

企
業
誘
致
等
で
、
新
し
い
財

源
を
確
保
し
た
い
。

　
歳
出
の
経
常
経
費
を
抑
え
、

補
助
金
等
を
見
直
す
。

決
　算
決
　算
決
　算総

務
課
長

町
民
課
長

健
康
福
祉
課
長

町

　長

伝統を守るやっこ連（本村地区）
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事
業
内
容

着々と進む地籍調査

決
算
総
括

主な事業内容平成28年度の 主な事業内容平成29年度の

・定住フェアへ参加（７月、３月）
・県移住体感ツアー受入
・結婚相談支援センターの運営と井笠管内の自治
体と共同カップリングパーティー（２回）
・町内の工場見学、ものづくり体験を組み合わせた
バスツアーを実施（21組64人参加）
・まこもたけ料理教室、まこもたけ販路開拓支援、リ
ーフレット作成ほか
・住民票などのコンビニ交付事業を実施
・防犯灯整備やガードレール、カーブミラーの設置、
外側線
・町主催の敬老会を実施、老人クラブへの支援
・高齢者タクシー料金の助成券の交付（128件）
・放課後や長期休業中の学童保育事業
　　　　　　　　　　　　（東小学校52人、西小学校108人）

・降園後や長期休業中の幼稚園預かり保育事業
　　　　　　　　　　　　（東幼稚園18人、西幼稚園19人）

・中学校3年生までの医療費を負担
　　　　　　　　　　　（０才から15歳まで、述べ1662人）

・障害児相談支援、児童発達支援、放課後等デイサ
ービスの実施
・延長保育（閉園時間を午後７時まで延長）の実施
・各種検診（特定健診、後期高齢者健診、肝炎ウイルス検診、
各種がん検診、ピロリ菌検診、腹部超音波検診、骨粗しょう症
検診等）

・予防接種（４種・２種混合、日本脳炎、麻しん風しん、インフ
ルエンザ、ヒブ、肺炎球菌等）

・乳幼児健診、健康教育、健康診査、健康相談、保育
指導・訪問指導等の実施

　
・
一
般
会
計

２
億
３
５
３
１
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
２
４
６
０
万
円

　
・
一
般
会
計

３
億
１
９
１
８
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

２
５
５
４
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
５
０
４
９
万
円

　
・
一
般
会
計

33
億
２
５
５
９
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

８
９
０
４
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

35
億
３
４
８
万
円

　　
　  

※
元
金
償
還
金
の
う
ち
、

　
　
　  

概
算
41
億
円
が
地
方
交

　
　
　  

付
税
に
算
入
さ
れ
る
見

　
　
　  

込
み
。

　
財
政
調
整
基
金

６
億
８
６
１
７
万
円

　い
き
い
き
里
庄
基
金１億

円

　地
域
振
興
基
金

５
８
４
７
万
円

　
開
発
基
金

４
億
２
６
６
２
万
円

　
減
債
基
金

１
億
３
１
９
７
万
円

　ふ
る
さ
と
保
全
基
金

　
６
６
０
０
万
円

　
文
化
振
興
基
金

４
億
３
１
０
４
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

１
億
１
０
０
万
円

　
教
育
施
設
整
備
改
修
基
金

１
億
２
０
４
９
万
円

　
土
地
開
発
基
金

１
億
３
０
２
万
円

　
環
境
整
美
基
金

５
０
３
９
万
円

　
古
山
基
金１

０
０
８
万
円

　
　 

　
端
数
処
理
を
し
て
い
る

　
　
　 

た
め
、
合
計
額
が
一
致

　
　
　 

し
な
い
場
合
が
あ
る
。

平
成
29
年
度
起
債
額（
借
金
）

平
成
29
年
度
公
債
費（
元
金
償
還
金
）

平
成
29
年
度
末
起
債
残
高

一般
会
計
の
基
金（
貯
金
総
額
）

町
の
借
金
と
貯
金（
平
成
29
年
度
の
状
況
）

４
億
９
５
２
１
万
円

３
億
５
９
９
１
万
円

22
億
８
５
２
５
万
円

69
億
１
８
１
１
万
円 ※

29年度平成

　
平
成
29
年
度
決
算
の
総
括
質
疑
は
、
３
人
が
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

総 

括 

質 

疑

　
　
　
　
　
❶
単
年
度
収
支

額
・
実
質
単
年
度
収
支
額
は

い
く
ら
か
。

　
年
度
内
の
財
源
で
全
て
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
た
の

か
。

❷
基
金
の
取
り
崩
し
の
、
長

期
的
な
考
え
は
。

❸
町
債
の
状
況
は
。

　
公
共
下
水
道
事
業
の
借
金

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

❹
町
所
有
の
土
地
に
つ
い
て

売
却
を
含
め
た
利
活
用
の
考

え
は
。

❺
国
保
会
計
の
安
定
的
な
運

営
を
行
う
た
め
の
施
策
は
。

❻
介
護
老
人
保
健
施
設
は
町

営
か
ら
民
間
管
理
。
利
用
者

が
満
足
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
て
い
る
か
。

❼
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
は
、
過
去
に
比
べ

悪
化
し
て
い
る
の
か
。

　
水
道
事
業
会
計
・
公
共
下

水
道
事
業
会
計
の
資
金
不
足

比
率
の
前
年
度
と
の
比
較
は
。

❽
義
務
的
経
費
の
増
加
は
避

け
ら
れ
な
い
が
、
健
全
性
を

維
持
し
て
い
く
た
め
の
歳
出

の
見
直
し
は
。

　
　
　
　
　
❶
単
年
度
収
支

額
は
マ
イ
ナ
ス
７
８
０
８
万

円
・
実
質
単
年
度
収
支
額
は

１
０
０
万
円
。

　
黒
字
と
い
う
こ
と
で
、
で

き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

❷
長
期
的
な
財
政
計
画
は
作

成
し
て
い
な
い
が
、
５
年
間

の
中
期
的
な
計
画
と
し
て
、

財
政
運
営
適
正
化
計
画
を
作

成
し
て
い
る
。
基
金
を
取
り

崩
さ
ず
に
柔
軟
に
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
難

し
い
が
、
中
・
長
期
的
な
視

点
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

❸
昨
年
度
と
比
較
し
て
、
１

億
３
５
３
０
万
円
の
減
と
な

る
。

　
公
共
下
水
道
事
業
費
の
縮

小
す
る
こ
と
で
起
債
残
高
の

抑
制
に
努
め
る
。

眞
野
議
員

健
全
性
の
維
持
は

❹
玉
笠
道
路
関
連
と
、
企
業

誘
致
で
払
い
下
げ
を
行
っ
た
。

今
後
売
却
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

売
却
す
る
。

❻
安
全
で
利
用
者
の
立
場
に

立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

入
所
者
、
家
族
か
ら
高
い
評

・不妊治療助成と未熟児養育医療の実施
・ごみ減量化とリサイクル推進を目的に資源ごみ収
集庫を３箇所設置
・湯ノ池のため池ハザードマップを作成
・地籍調査は、0.58k㎡の現地調査等を実施
　　（岩村・津江、大原東・明地・古井・殿迫地区の一部）

・道路の維持補修（23箇所）、狭あい道路の整備（13箇所）、
道路の改良工事（6路線）
・橋梁点検等（31橋）
・自主防災組織の設立資機材整備補助金と活動補
助金を交付
・東・西小学校、中学校に各１名の外国人英語指導
助手を配置

価
を
受
け
て
い
る
。

❼
実
質
赤
字
比
率
２
・
82
％

悪
化
。

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
０
・

98
%
改
善
。

　
実
質
公
債
費
比
率
０
・
３

%
悪
化
。

　
将
来
負
担
比
率
３
・
２
%

改
善
。

　
水
道
事
業
会
計
の
資
金
不

足
比
率
７
・
３
%
改
善
。

　
公
共
下
水
道
事
業
会
計
の

資
金
不
足
比
率
49
・
４
%
改

善
。

　
　
　
　
　
❺
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
差
額
通
知
に
よ
り
、

医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
❺
健
康
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
特
定

検
診
の
受
診
率
の
向
上
に
努

め
て
い
る
。

　
　
　
　
❼
起
債
残
高
が
減

っ
た
為
、
将
来
負
担
比
率
は

若
干
改
善
し
た
。
基
金
の
積

み
立
て
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

❽
歳
入
は
、
税
収
率
の
確
保
、

企
業
誘
致
等
で
、
新
し
い
財

源
を
確
保
し
た
い
。

　
歳
出
の
経
常
経
費
を
抑
え
、

補
助
金
等
を
見
直
す
。

決
　算
決
　算
決
　算総

務
課
長

町
民
課
長

健
康
福
祉
課
長

町

　長

伝統を守るやっこ連（本村地区）
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委
員
会

芋掘り体験（東小）

手狭になった児童クラブ教室（西小）

補
　
正

　
　
　
　
　
　
❶
町
の
貯
金

総
額
と
借
金
総
額
は
。

　
前
年
と
比
べ
て
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

❷
ふ
る
さ
と
納
税
の
総
額
と

支
出
は
。

　
　
　
　
　
❶
基
金
残
高
27

億
４
４
５
２
万
円
、
借
金
は

28
億
１
３
５
４
万
円
で
６
９

０
１
万
円
の
赤
字
。
こ
の
額

は
前
年
度
と
比
較
し
１
億
７

６
９
９
万
円
改
善
。

　
　
　
　
　
　
❷
総
額
５
２

４
万
円
。
経
費
２
３
４
万
円
、

減
収
86
万
円
と
な
り
２
０
４

万
円
の
収
入
。

ふ
る
さ
と
納
税
は

総
務
課
長

　
　
　
　
　
❶
育
英
奨
学
金

給
与
特
別
会
計
は
資
金
不
足

で
休
止
状
態
。
今
ま
で
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
た
の
か
。

❷
今
後
も
活
動
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　
❶
活
動
は
し
て
い

な
い
。

❷
現
状
を
よ
く
見
て
、
こ
の

会
計
を
残
し
て
い
く
の
か
、

今
後
検
討
し
た
い
。
要
望
が

あ
れ
ば
、
活
動
を
開
始
す
る
。

育
英
奨
学
金
は

町

　長

　
予
算
決
算
委
員
会
で
は
、

平
成
30
年
度
補
正
予
算
８
議

案
と
平
成
29
年
度
決
算
の
認

定
９
議
案
を
関
係
当
局
の
説

明
を
求
め
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
度
補
正
予
算
は
、

予
算
決
算
委
員
会す

べ
て
全
会
一
致
で
原
案
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
決
算
の
認
定

は
、
一
般
会
計
が
賛
成
多
数

で
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
・

企
業
会
計
予
算
は
全
会
一
致

で
認
定
し
ま
し
た
。

慎
重
に
審
査
、全
て
を
原
案
可
決
認
定

収　入 支　出 差　引
収益的
資本的
収益的
資本的

2億8111万円
2118万円

3億5043万円
3億2206万円

2億5320万円
6669万円

3億 12万円
4億5735万円

2791万円
△4551万円
5031万円

△1億3529万円

公 営 企 業 会 計

水 道  事  業

公共下水道事業

一　般　会　計
会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引

47億1506万円
14億2744万円

25万円
3995万円

9億9001万円
1億5460万円

445万円

44億5366万円
12億6221万円

0万円
3655万円

9億7871万円
1億4759万円

272万円

2億6140万円
1億6523万円

25万円
340万円
1130万円

  701万円
173万円

    

平成29年度 会計別決算状況

国 民 健 康 保 険
育英奨学資金給与
介護老人保健施設
介 　 護 　 保 　 険
後 期 高 齢 者 医 療
町 営 墓 地

計
会
別
特

補
　
正

30年度平成

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
初
め
と
す
る
８
件

の
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

補
　正
補
　正
補
　正

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

　
　
　
　  

49
万
円

　
里
庄
駅
の
出
入
り
口
付
近

に
設
置
し
、
非
行
少
年
等
の

迷
惑
行
為
を
抑
止
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
防
犯
力
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

西
小
児
童
ク
ラ
ブ

教
室
設
計

　
　 

　
４
５
３
万
円

　
西
小
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

学
童
校
舎
新
設
の
た
め
の
調

査
・
設
計
委
託
料
で
す
。

西
小
学
校
施
設
改
修

　
　 

　
８
１
０
万
円

　
設
計
・
施
工
管
理
委
託
、

教
室
改
修
工
事
、
他
に
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
危
険
箇
所
耐
震
補

強
工
事
に
対
処
し
ま
す
。

乳
幼
児
専
用
コ
ー
ナ
ー

を
設
置

　
　
　
　  

82
万
円

　
親
子
が
喜
ん
で
、
本
と
親

し
め
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
場
所
を
作
る
た
め
図
書
館

の
一
部
を
改
装
し
、
専
用
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

災
害
対
策
費
に
追
加

　
　 

　
９
７
９
万
円

　
７
月
豪
雨
お
よ
び
台
風
12

号
対
応
の
職
員
の
勤
務
手
当
、

避
難
所
開
設
に
伴
う
消
耗
品

費
や
食
料
費
と
災
害
救
助
法

の
適
用
を
受
け
た
住
宅
応
急

修
理
費
・
災
害
弔
慰
金
で
す
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業

9月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　　（補正額）

（2億1388万円）
（1億6154万円）
（1302万円）
（908万円）
（288万円）
（5万円）

（△20万円）
（△443万円）

（2万円）

（204万円）
（204万円）
（24万円）
（24万円）

44億6221万円
13億3593万円

4440万円
10億4307万円
1億6424万円

448万円
　

2億7876万円
2億5998万円
1億2560万円

3億5596万円
3億2173万円
3億6515万円
5億2221万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介護老人保健施設特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
町営墓地特別会計
水道事業会計

収益的収入
収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

町
民
課
参
事

仁
科
英
議
員

髙
田
議
員
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委
員
会

芋掘り体験（東小）

手狭になった児童クラブ教室（西小）

補
　
正

　
　
　
　
　
　
❶
町
の
貯
金

総
額
と
借
金
総
額
は
。

　
前
年
と
比
べ
て
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

❷
ふ
る
さ
と
納
税
の
総
額
と

支
出
は
。

　
　
　
　
　
❶
基
金
残
高
27

億
４
４
５
２
万
円
、
借
金
は

28
億
１
３
５
４
万
円
で
６
９

０
１
万
円
の
赤
字
。
こ
の
額

は
前
年
度
と
比
較
し
１
億
７

６
９
９
万
円
改
善
。

　
　
　
　
　
　
❷
総
額
５
２

４
万
円
。
経
費
２
３
４
万
円
、

減
収
86
万
円
と
な
り
２
０
４

万
円
の
収
入
。

ふ
る
さ
と
納
税
は

総
務
課
長

　
　
　
　
　
❶
育
英
奨
学
金

給
与
特
別
会
計
は
資
金
不
足

で
休
止
状
態
。
今
ま
で
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
た
の
か
。

❷
今
後
も
活
動
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　
❶
活
動
は
し
て
い

な
い
。

❷
現
状
を
よ
く
見
て
、
こ
の

会
計
を
残
し
て
い
く
の
か
、

今
後
検
討
し
た
い
。
要
望
が

あ
れ
ば
、
活
動
を
開
始
す
る
。

育
英
奨
学
金
は

町

　長

　
予
算
決
算
委
員
会
で
は
、

平
成
30
年
度
補
正
予
算
８
議

案
と
平
成
29
年
度
決
算
の
認

定
９
議
案
を
関
係
当
局
の
説

明
を
求
め
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
度
補
正
予
算
は
、

予
算
決
算
委
員
会す

べ
て
全
会
一
致
で
原
案
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
決
算
の
認
定

は
、
一
般
会
計
が
賛
成
多
数

で
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
・

企
業
会
計
予
算
は
全
会
一
致

で
認
定
し
ま
し
た
。

慎
重
に
審
査
、全
て
を
原
案
可
決
認
定

収　入 支　出 差　引
収益的
資本的
収益的
資本的

2億8111万円
2118万円

3億5043万円
3億2206万円

2億5320万円
6669万円

3億 12万円
4億5735万円

2791万円
△4551万円
5031万円

△1億3529万円

公 営 企 業 会 計

水 道  事  業

公共下水道事業

一　般　会　計
会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引

47億1506万円
14億2744万円

25万円
3995万円

9億9001万円
1億5460万円

445万円

44億5366万円
12億6221万円

0万円
3655万円

9億7871万円
1億4759万円

272万円

2億6140万円
1億6523万円

25万円
340万円
1130万円

  701万円
173万円

    

平成29年度 会計別決算状況

国 民 健 康 保 険
育英奨学資金給与
介護老人保健施設
介 　 護 　 保 　 険
後 期 高 齢 者 医 療
町 営 墓 地

計
会
別
特

補
　
正

30年度平成

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
初
め
と
す
る
８
件

の
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

補
　正
補
　正
補
　正

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

　
　
　
　  

49
万
円

　
里
庄
駅
の
出
入
り
口
付
近

に
設
置
し
、
非
行
少
年
等
の

迷
惑
行
為
を
抑
止
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
防
犯
力
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

西
小
児
童
ク
ラ
ブ

教
室
設
計

　
　 

　
４
５
３
万
円

　
西
小
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

学
童
校
舎
新
設
の
た
め
の
調

査
・
設
計
委
託
料
で
す
。

西
小
学
校
施
設
改
修

　
　 

　
８
１
０
万
円

　
設
計
・
施
工
管
理
委
託
、

教
室
改
修
工
事
、
他
に
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
危
険
箇
所
耐
震
補

強
工
事
に
対
処
し
ま
す
。

乳
幼
児
専
用
コ
ー
ナ
ー

を
設
置

　
　
　
　  

82
万
円

　
親
子
が
喜
ん
で
、
本
と
親

し
め
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
場
所
を
作
る
た
め
図
書
館

の
一
部
を
改
装
し
、
専
用
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

災
害
対
策
費
に
追
加

　
　 

　
９
７
９
万
円

　
７
月
豪
雨
お
よ
び
台
風
12

号
対
応
の
職
員
の
勤
務
手
当
、

避
難
所
開
設
に
伴
う
消
耗
品

費
や
食
料
費
と
災
害
救
助
法

の
適
用
を
受
け
た
住
宅
応
急

修
理
費
・
災
害
弔
慰
金
で
す
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業

9月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　　（補正額）

（2億1388万円）
（1億6154万円）
（1302万円）
（908万円）
（288万円）
（5万円）

（△20万円）
（△443万円）

（2万円）

（204万円）
（204万円）
（24万円）
（24万円）

44億6221万円
13億3593万円

4440万円
10億4307万円
1億6424万円

448万円
　

2億7876万円
2億5998万円
1億2560万円

3億5596万円
3億2173万円
3億6515万円
5億2221万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介護老人保健施設特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
町営墓地特別会計
水道事業会計

収益的収入
収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

町
民
課
参
事

仁
科
英
議
員

髙
田
議
員
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補

　正

あっ、なにかある！大発見かも！

補

　正

　
　
　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
の
経
緯
は
。

　
　
　
　
　
　
　
青
少
年
の

迷
惑
行
為
が
増
え
始
め
駅
前

分
館
長
か
ら
カ
メ
ラ
の
設
置

要
望
が
あ
り
、
警
察
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
た
。

設
置
の
経
緯
は

質

　疑

　
　
　
　
　
　
❶
町
内
で
適

任
者
を
探
し
た
の
か
。

　町
内
の
方
が
良
い
と
い
う

考
え
方
は
な
い
の
か
。

❷
法
令
遵
守
の
意
識
は
十
分

高
い
と
言
え
る
か
。

　開
か
れ
た
教
育
行
政
、
情

報
公
開
の
意
識
は
十
分
高
い

と
言
え
る
か
。

　議
会
と
、
柔
軟
に
議
論
し

て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
持

っ
て
い
る
か
。

❸
学
校
で
の
問
題
に
つ
い
て

の
状
況
把
握
と
、
そ
れ
か
ら

指
導
等
は
適
切
で
あ
っ
た
の

か
。

❹
町
長
は
任
命
権
者
、
き
ち

ん
と
指
導
す
る
こ
と
が
可
能

か
。

　
　
　
　
❶
町
内
で
探
し
て

い
な
い
。

　資
質
と
能
力
が
十
分
あ
る

と
判
断
し
、
引
続
き
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

❷
法
令
遵
守
の
意
識
は
高
い
。

情
報
は
必
要
に
応
じ
て
公
開

を
し
て
い
る
。
議
会
軽
視
を

し
て
い
る
と
は
、
私
は
感
じ

て
い
な
い
。
報
告
が
遅
れ
た

こ
と
は
あ
っ
た
。
任
命
権
者

で
あ
る
町
長
の
責
任
で
あ
る

と
思
う
。

❸
現
場
の
状
況
を
よ
く
理
解

し
て
い
る
。
総
合
的
に
評
価

を
し
て
、
里
庄
町
の
教
育
行

政
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
人
。

❹
里
庄
町
の
教
育
行
政
推
進

の
た
め
に
、
教
育
長
、
教
育

委
員
会
と
も
相
談
し
な
が
ら
、

現
場
を
よ
く
確
認
し
て
、
適

切
に
進
め
て
い
き
た
い
。

適
任
者
は
町
内
で

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

町

　長

　
　
　
　
　
　
❶
報
告
が
23

年
か
ら
28
年
あ
る
い
は
29
年

度
ま
で
な
ぜ
な
か
っ
た
の
か
。

❷
仁
科
財
団
の
こ
と
に
つ
い

て
は
全
く
書
か
れ
て
な
い
。

❸
歴
史
民
俗
資
料
館
、
虚
空

蔵
大
学
、
カ
レ
ッ
ジ
ク
ラ
ブ

等
に
つ
い
て
説
明
で
き
な
い

か
。

❹
辛
口
の
意
見
も
聞
い
て
、

問
題
点
、
課
題
を
整
理
し
た

ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
❶
私
が
把
握
し
て

な
く
、
職
員
に
指
示
を
出
せ

な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
。

❷
基
本
的
に
は
別
の
独
立
し

た
団
体
の
た
め
。

　
各
種
団
体
の
記
入
を
、
必

要
が
あ
る
か
な
い
か
も
含
め

検
討
し
て
い
き
た
い
。

❹
来
年
度
は
考
え
た
い
。

報
告
が
な
ぜ
な
か
っ
た
の
か

平
成
29
年
度
教
育
委
員
会
事
務
の

点
検
お
よ
び
評
価
に
関
す
る
報
告

岡
本
議
員

企
画
商
工
課
長

　
　
　
　
　
西
小
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
耐
震
１
２
０
万
円

は
交
付
税
の
対
象
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１
校
に
つ

き
総
額
が
４
０
０
万
円
以
上

が
対
象
の
た
め
該
当
し
な
い
。

交
付
税
の
対
象
か

佐
藤
議
員

　
　
　
　
　
❶
西
児
童
ク
ラ

ブ
教
室
の
工
事
内
容
は
。

❷
災
害
弔
慰
金
５
０
０
万
円

の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
基
本
的

に
は
木
造
の
新
築
を
考
え
て

い
る
。
現
段
階
で
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
設
計

し
て
、
予
算
も
含
め
て
検
討

す
る
。

　
　
　
　
　
❷
今
回
７
月
豪

雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
へ

の
災
害
弔
慰
金
を
支
給
す
る

も
の
。

　
費
用
負
担
は
、
国
が
２
分

の
１
、
県
と
町
が
各
４
分
の

１
。

工
事
内
容
は

岡
村
議
員

教
委
事
務
局
長

総
務
課
長

　
　
　
　
　
❶
指
定
寄
附
金

の
３
０
０
万
円
は
ど
こ
か
ら

ど
の
よ
う
な
寄
附
か
。

❷
防
犯
カ
メ
ラ
は
駅
前
の
ど

こ
へ
ど
う
い
う
形
で
つ
け
る

の
か
。

❸
西
小
学
校
の
工
事
費
は
、

全
協
の
と
き
の
説
明
で
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
２
カ
所
で
２
０

０
万
、
特
別
教
室
約
６
０
０

万
で
８
０
０
万
必
要
と
思
っ

た
が
、
補
正
は
７
１
０
万
。

金
額
が
違
う
が
、
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
❶
７
月
豪
雨
災

害
指
定
寄
附
金
で
災
害
復
旧

費
に
充
て
る
た
め
の
寄
附
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
駅
舎
西

側
の
植
え
込
み
の
あ
た
り
と

考
え
て
い
る
。

　
警
察
や
地
元
分
館
長
、
Ｊ

Ｒ
駅
長
と
も
協
議
の
上
で
決

定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
❸
西
小
学

校
の
C
棟
東
側
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
、
今
回
補
正
予
算
を
上
げ

た
。
ほ
か
の
と
こ
ろ
は
、
30

年
度
予
算
で
執
行
を
す
る
。

そ
の
差
と
考
え
る
。

指
定
寄
付
金
は
ど
こ
か
ら

髙
田
議
員

教
委
事
務
局
長

総
務
課
長

企
画
商
工
課
長

教
委
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
❶
消
防
費
県

負
担
金
は
消
防
費
と
、
農
林

災
害
公
共
土
木
の
財
源
に
当

た
っ
て
い
る
。

　
ど
う
い
う
趣
旨
で
出
て
い

る
の
か
。
歳
出
と
あ
わ
せ
説

明
を
。

❷
消
防
費
の
支
出
は
３
９
０

万
円
。
負
担
金
の
補
助
率
は
。

❸
全
壊
、
半
壊
、
床
上
浸
水
、

床
下
浸
水
に
対
し
て
は
、
見

舞
金
は
な
い
の
か
。

❹
災
害
寄
附
金
は
誰
か
ら
の

寄
附
か
。
こ
れ
を
見
舞
金
に

で
き
な
い
か
。

　
義
援
金
を
充
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

❺
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
工
事

費
、
１
２
０
万
で
も
、
特
別

交
付
税
で
強
く
要
求
を
す
べ

き
で
は
。

　
　
　
　
　
❶
災
害
救
助
費

負
担
金
と
い
う
こ
と
で
、
土

砂
撤
去
が
５
件
で
約
６
０
０

万
。
避
難
所
設
置
の
経
費
約

１
４
０
万
、
食
料
費
、
住
宅

の
応
急
処
理
１
件
50
万
円
の

必
要
経
費
。

❷
避
難
所
運
営
等
の
費
用
全

額
。

❸
見
舞
金
の
制
度
は
あ
る
が

該
当
者
が
い
な
い
。

❹
災
害
指
定
寄
附
金
で
町
が

募
っ
て
い
る
。

　
義
援
金
は
岡
山
県
の
日
赤

が
ま
と
め
て
、
町
へ
分
配
す

る
。
そ
れ
を
健
康
福
祉
課
で

分
配
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

❺
ヒ
ア
リ
ン
グ
時
に
強
く
要

求
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
専
決
で

補
正
予
算
を
組
ん
だ
５
カ
所

の
６
１
８
万
円
が
農
林
と
公

共
の
災
害
分
。
あ
と
が
消
防

分
。

　
　
　
　
　
　
　
❺
県
か
ら

義
援
金
を
も
ら
っ
て
い
て
、

被
災
さ
れ
た
人
に
今
、
義
援

金
を
交
付
す
る
段
取
り
を
し

て
い
る
。
対
象
者
に
は
郵
便

で
書
類
を
送
り
交
付
す
る
。

県
負
担
金
趣
旨
は

仁
科
英
議
員

総
務
課
長

農
林
建
設
課
長

健
康
福
祉
課
長

教
育
長

仁
科
英
議
員

人  

事

教
育
委
員
会
教
育
長

矢
掛
町
小
田

杉
本
　
秀
樹 

氏

教
育
委
員
会
委
員

里
庄
町
里
見

堀
　
朝
子 

氏

　
　
　
　
　
❶
先
生
が
部
活

な
ど
で
長
時
間
の
労
働
に
な

っ
て
い
な
い
の
か
。

❷
小
中
学
校
の
時
期
に
大
切

な
の
は
一
人
一
人
の
育
成
。

　
ど
の
よ
う
な
形
で
実
力
テ

ス
ト
に
臨
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
❶
超
過
労
働
に
対

し
て
は
、
先
生
同
士
で
、
お

互
い
に
声
を
か
け
合
い
協
力

を
し
て
い
く
。

　
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、

残
業
す
る
時
間
は
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

❷
学
力
テ
ス
ト
だ
け
を
目
指

し
て
点
数
を
上
げ
れ
ば
い
い

と
い
う
考
え
は
な
い
。
そ
の

学
年
で
身
に
つ
け
る
べ
き
こ

と
を
、
つ
け
る
努
力
を
し
て

い
く
こ
と
を
大
事
に
進
め
て

い
る
。

先
生
の
長
時
間
労
働
は

仁
科
英
議
員

教
育
長

佐
藤
議
員
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補

　正

あっ、なにかある！大発見かも！

補

　正

　
　
　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
の
経
緯
は
。

　
　
　
　
　
　
　
青
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の

迷
惑
行
為
が
増
え
始
め
駅
前

分
館
長
か
ら
カ
メ
ラ
の
設
置

要
望
が
あ
り
、
警
察
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
た
。

設
置
の
経
緯
は

質

　疑

　
　
　
　
　
　
❶
町
内
で
適

任
者
を
探
し
た
の
か
。

　町
内
の
方
が
良
い
と
い
う

考
え
方
は
な
い
の
か
。

❷
法
令
遵
守
の
意
識
は
十
分

高
い
と
言
え
る
か
。

　開
か
れ
た
教
育
行
政
、
情

報
公
開
の
意
識
は
十
分
高
い

と
言
え
る
か
。

　議
会
と
、
柔
軟
に
議
論
し

て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
持

っ
て
い
る
か
。

❸
学
校
で
の
問
題
に
つ
い
て

の
状
況
把
握
と
、
そ
れ
か
ら

指
導
等
は
適
切
で
あ
っ
た
の

か
。

❹
町
長
は
任
命
権
者
、
き
ち
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と
指
導
す
る
こ
と
が
可
能

か
。

　
　
　
　
❶
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内
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探
し
て
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な
い
。
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十
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あ
る
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❷
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守
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。
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。
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❸
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に
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行
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。

❹
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適
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進
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た
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。
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任
者
は
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内
で
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委
員
会
教
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長
の
任
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町
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が
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年
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ら
28
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あ
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い
は
29
年

度
ま
で
な
ぜ
な
か
っ
た
の
か
。

❷
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科
財
団
の
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と
に
つ
い

て
は
全
く
書
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れ
て
な
い
。
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歴
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民
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資
料
館
、
虚
空

蔵
大
学
、
カ
レ
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ジ
ク
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ブ

等
に
つ
い
て
説
明
で
き
な
い

か
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❹
辛
口
の
意
見
も
聞
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て
、

問
題
点
、
課
題
を
整
理
し
た

ら
ど
う
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❶
私
が
把
握
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て

な
く
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職
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に
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を
出
せ
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た
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が
原
因
。

❷
基
本
的
に
は
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の
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立
し

た
団
体
の
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各
種
団
体
の
記
入
を
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必

要
が
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か
な
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も
含
め

検
討
し
て
い
き
た
い
。

❹
来
年
度
は
考
え
た
い
。

報
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が
な
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の
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成
29
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度
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会
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点
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び
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に
関
す
る
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企
画
商
工
課
長
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小
学
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の
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ロ
ッ
ク
の
耐
震
１
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万
円

は
交
付
税
の
対
象
な
の
か
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１
校
に
つ

き
総
額
が
４
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万
円
以
上

が
対
象
の
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め
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当
し
な
い
。

交
付
税
の
対
象
か

佐
藤
議
員

　
　
　
　
　
❶
西
児
童
ク
ラ

ブ
教
室
の
工
事
内
容
は
。

❷
災
害
弔
慰
金
５
０
０
万
円

の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
基
本
的

に
は
木
造
の
新
築
を
考
え
て

い
る
。
現
段
階
で
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
設
計

し
て
、
予
算
も
含
め
て
検
討

す
る
。

　
　
　
　
　
❷
今
回
７
月
豪

雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
へ

の
災
害
弔
慰
金
を
支
給
す
る

も
の
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費
用
負
担
は
、
国
が
２
分

の
１
、
県
と
町
が
各
４
分
の

１
。

工
事
内
容
は

岡
村
議
員

教
委
事
務
局
長

総
務
課
長

　
　
　
　
　
❶
指
定
寄
附
金

の
３
０
０
万
円
は
ど
こ
か
ら

ど
の
よ
う
な
寄
附
か
。

❷
防
犯
カ
メ
ラ
は
駅
前
の
ど

こ
へ
ど
う
い
う
形
で
つ
け
る

の
か
。

❸
西
小
学
校
の
工
事
費
は
、

全
協
の
と
き
の
説
明
で
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
２
カ
所
で
２
０

０
万
、
特
別
教
室
約
６
０
０

万
で
８
０
０
万
必
要
と
思
っ

た
が
、
補
正
は
７
１
０
万
。

金
額
が
違
う
が
、
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
❶
７
月
豪
雨
災

害
指
定
寄
附
金
で
災
害
復
旧

費
に
充
て
る
た
め
の
寄
附
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
駅
舎
西

側
の
植
え
込
み
の
あ
た
り
と

考
え
て
い
る
。

　
警
察
や
地
元
分
館
長
、
Ｊ

Ｒ
駅
長
と
も
協
議
の
上
で
決

定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
❸
西
小
学

校
の
C
棟
東
側
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
、
今
回
補
正
予
算
を
上
げ

た
。
ほ
か
の
と
こ
ろ
は
、
30

年
度
予
算
で
執
行
を
す
る
。

そ
の
差
と
考
え
る
。

指
定
寄
付
金
は
ど
こ
か
ら

髙
田
議
員

教
委
事
務
局
長

総
務
課
長

企
画
商
工
課
長

教
委
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
❶
消
防
費
県

負
担
金
は
消
防
費
と
、
農
林

災
害
公
共
土
木
の
財
源
に
当

た
っ
て
い
る
。

　
ど
う
い
う
趣
旨
で
出
て
い

る
の
か
。
歳
出
と
あ
わ
せ
説

明
を
。

❷
消
防
費
の
支
出
は
３
９
０

万
円
。
負
担
金
の
補
助
率
は
。

❸
全
壊
、
半
壊
、
床
上
浸
水
、

床
下
浸
水
に
対
し
て
は
、
見

舞
金
は
な
い
の
か
。

❹
災
害
寄
附
金
は
誰
か
ら
の

寄
附
か
。
こ
れ
を
見
舞
金
に

で
き
な
い
か
。

　
義
援
金
を
充
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

❺
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
工
事

費
、
１
２
０
万
で
も
、
特
別

交
付
税
で
強
く
要
求
を
す
べ

き
で
は
。

　
　
　
　
　
❶
災
害
救
助
費

負
担
金
と
い
う
こ
と
で
、
土

砂
撤
去
が
５
件
で
約
６
０
０

万
。
避
難
所
設
置
の
経
費
約

１
４
０
万
、
食
料
費
、
住
宅

の
応
急
処
理
１
件
50
万
円
の

必
要
経
費
。

❷
避
難
所
運
営
等
の
費
用
全

額
。

❸
見
舞
金
の
制
度
は
あ
る
が

該
当
者
が
い
な
い
。

❹
災
害
指
定
寄
附
金
で
町
が

募
っ
て
い
る
。

　
義
援
金
は
岡
山
県
の
日
赤

が
ま
と
め
て
、
町
へ
分
配
す

る
。
そ
れ
を
健
康
福
祉
課
で

分
配
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

❺
ヒ
ア
リ
ン
グ
時
に
強
く
要

求
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
専
決
で

補
正
予
算
を
組
ん
だ
５
カ
所

の
６
１
８
万
円
が
農
林
と
公

共
の
災
害
分
。
あ
と
が
消
防

分
。

　
　
　
　
　
　
　
❺
県
か
ら

義
援
金
を
も
ら
っ
て
い
て
、

被
災
さ
れ
た
人
に
今
、
義
援

金
を
交
付
す
る
段
取
り
を
し

て
い
る
。
対
象
者
に
は
郵
便

で
書
類
を
送
り
交
付
す
る
。

県
負
担
金
趣
旨
は

仁
科
英
議
員

総
務
課
長

農
林
建
設
課
長

健
康
福
祉
課
長

教
育
長

仁
科
英
議
員

人  

事

教
育
委
員
会
教
育
長

矢
掛
町
小
田

杉
本
　
秀
樹 

氏

教
育
委
員
会
委
員

里
庄
町
里
見

堀
　
朝
子 

氏

　
　
　
　
　
❶
先
生
が
部
活

な
ど
で
長
時
間
の
労
働
に
な

っ
て
い
な
い
の
か
。

❷
小
中
学
校
の
時
期
に
大
切

な
の
は
一
人
一
人
の
育
成
。

　
ど
の
よ
う
な
形
で
実
力
テ

ス
ト
に
臨
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
❶
超
過
労
働
に
対

し
て
は
、
先
生
同
士
で
、
お

互
い
に
声
を
か
け
合
い
協
力

を
し
て
い
く
。

　
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、

残
業
す
る
時
間
は
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

❷
学
力
テ
ス
ト
だ
け
を
目
指

し
て
点
数
を
上
げ
れ
ば
い
い

と
い
う
考
え
は
な
い
。
そ
の

学
年
で
身
に
つ
け
る
べ
き
こ

と
を
、
つ
け
る
努
力
を
し
て

い
く
こ
と
を
大
事
に
進
め
て

い
る
。

先
生
の
長
時
間
労
働
は

仁
科
英
議
員

教
育
長

佐
藤
議
員
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発
　
議

　
平
成
30
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
８
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、
専
決
処
分
５
件
、
条
例
一
部
改

正
１
件
、
監
査
委
員
の
選
任
１
件
が
上
程
さ
れ
、
専
決
処
分
は
４
件
が
承
認
、
１
件
が
不
承
認
、
条
例
一
部

改
正
お
よ
び
監
査
委
員
の
選
任
は
、
全
会
一
致
で
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

臨時
　会
臨時
　会
臨時
　会

災
害
復
旧
費

　
　
３
５
０
０
万
円

　
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
の

被
災
箇
所
を
、
早
急
に
復
旧

す
る
た
め
の
、
測
量
設
計
費

お
よ
び
応
急
工
事
を
行
う
た

め
の
経
費
。

専
決
処
分

介
護
保
険
料
に
係
る

徴
収
猶
予

　
災
害
に
よ
り
住
宅
、
家
財

に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
場

合
に
よ
り
、
一
時
的
に
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
認
め
る
場
合
の
徴
収

猶
予
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

町
民
税
と
固
定
資
産
税

の
減
免

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ

る
災
害
被
害
者
に
対
し
、
平

成
30
年
度
分
の
町
民
税
と
固

定
資
産
税
の
減
免
制
度
を
設

け
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ

る
災
害
被
害
者
に
対
し
、
税

制
面
の
支
援
を
図
る
た
め
減

免
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
の
減
免

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
災

害
被
害
者
に
対
し
、
平
成
30

年
度
分
の
介
護
保
険
料
の
減

免
内
容
の
充
実
を
図
る
も
の

で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正

災
害
復
旧
費

　
　
８
２
０
０
万
円

　
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
の

被
災
箇
所
を
復
旧
す
る
た
め

工
事
請
負
費
と
し
て
、
８
２

０
０
万
円
の
予
算
が
追
加
で

一
般
会
計
補
正

質

　疑

　
　
　
　
　 

７
月
豪
雨
の
災

害
被
害
の
支
援
の
た
め
の
制

度
を
設
け
る
と
い
う
が
、
今

後
も
継
続
し
て
適
用
す
る
の

か
。

　
著
し
い
損
害
、
減
少
と
は
、

ど
の
程
度
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
条
文
は
、

も
と
も
と
あ
る
べ
き
も
の
が

な
か
っ
た
。
今
回
の
災
害
に

か
か
わ
ら
ず
、
ず
っ
と
使
う
。

　
災
害
の
、
減
免
の
条
例
に

合
わ
せ
て
判
断
し
て
い
く
。

介
護
保
険
料
は
、
減
免
の
規

定
が
あ
り
、
そ
れ
に
準
じ
る
。

　
国
の
準
則
に
準
じ
て
定
め

て
い
る
。
改
め
る
点
が
あ
れ

ば
、
改
め
て
恒
久
的
な
減
免

の
条
例
を
整
備
し
た
い
。

今
後
も
継
続
す
る
の
か

仁
科
英
議
員

町
民
課
参
事

人  

事

監
査
委
員
の
選
任

里
庄
町
新
庄

平
野
　
次
朗 

氏

「臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書」は採択
陳　情

　付託された陳情書は、９月６日の委員会において慎重に審査を行った結果、全会一致で採択すべ
きものと決しました。

審査結果（建設福祉委員会）

　９月14日の本会議において、全会一致で採択し、国への意見書を可決しました。

本会議採決結果

　国民の臓器を提供する権利、提供しない権
利、移植を受ける権利、受けない権利を同等に
尊重しつつ、臓器移植を国民にとって安全で身
近なものとして定着させる次の事項に取組む
よう強く要望する。

①臓器移植にかかる意思表示について具体的
に考え、家族などと話し合う機会を増やすこと
が出来るよう更なる啓発に努めること。

②臓器提供施設における院内体制の整備を図
るため施設の事情に応じたきめ細かい支援を
行うこと。

③ドナーの家族に対してきめ細かな対応が可
能となるよう移植コーディネーターの確保を支
援すること。

④臓器移植施設の担当医の負担軽減対策を講
ずること。

⑤国民が臓器移植ネットワークの構築されて
ない国で移植を受けることのないよう必要な
対策を講ずること。

　　2018年９月14日
　　　　　　　　　　　　　　里庄町議会

発  議

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかる
ための、２０１９年度政府予算に係る意見書採択を求める陳情は採択

　付託された陳情書は、９月６日の委員会において慎重に審査を行った結果、全会一致で採択すべ
きものと決しました。

審査結果（総務文教委員会）

　９月14日の本会議において、全会一致で採択し、国への意見書を可決しました。

本会議採決結果

　地方教育行政の実情を十分に認識され、地
方自治体が計画的に教育行政を進めることが
できるようにするために次の措置を講じられる
よう強く要望する。

①教育環境改善のために、計画的な教職員定
数改善を推進すること。

②教育の機会均等と水準の維持向上をはかる
ため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を
２分の１に復元すること。

　　2018年９月14日
　　　　　　　　　　　　　　里庄町議会

発  議

国に意見書を提出

国に意見書を提出

　
平
成
30
年
第
５
回
臨
時
会
は
、
10
月
19
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件

が
上
程
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
20
日
の
臨
時
会
で
専

決
処
分
の
報
告
を
受
け
た
災

害
復
旧
関
係
費
３
５
０
０
万

円
と
当
初
の
予
算
額
３
０
０

万
円
を
合
わ
せ
る
と
１
億
２

０
０
０
万
円
の
予
算
と
な
り

ま
し
た
。
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発
　
議

　
平
成
30
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
８
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、
専
決
処
分
５
件
、
条
例
一
部
改

正
１
件
、
監
査
委
員
の
選
任
１
件
が
上
程
さ
れ
、
専
決
処
分
は
４
件
が
承
認
、
１
件
が
不
承
認
、
条
例
一
部

改
正
お
よ
び
監
査
委
員
の
選
任
は
、
全
会
一
致
で
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

臨時
　会
臨時
　会
臨時
　会

災
害
復
旧
費

　
　
３
５
０
０
万
円

　
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
の

被
災
箇
所
を
、
早
急
に
復
旧

す
る
た
め
の
、
測
量
設
計
費

お
よ
び
応
急
工
事
を
行
う
た

め
の
経
費
。

専
決
処
分

介
護
保
険
料
に
係
る

徴
収
猶
予

　
災
害
に
よ
り
住
宅
、
家
財

に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
場

合
に
よ
り
、
一
時
的
に
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
認
め
る
場
合
の
徴
収

猶
予
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

町
民
税
と
固
定
資
産
税

の
減
免

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ

る
災
害
被
害
者
に
対
し
、
平

成
30
年
度
分
の
町
民
税
と
固

定
資
産
税
の
減
免
制
度
を
設

け
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ

る
災
害
被
害
者
に
対
し
、
税

制
面
の
支
援
を
図
る
た
め
減

免
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
の
減
免

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
災

害
被
害
者
に
対
し
、
平
成
30

年
度
分
の
介
護
保
険
料
の
減

免
内
容
の
充
実
を
図
る
も
の

で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正

災
害
復
旧
費

　
　
８
２
０
０
万
円

　
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
の

被
災
箇
所
を
復
旧
す
る
た
め

工
事
請
負
費
と
し
て
、
８
２

０
０
万
円
の
予
算
が
追
加
で

一
般
会
計
補
正

質

　疑

　
　
　
　
　 

７
月
豪
雨
の
災

害
被
害
の
支
援
の
た
め
の
制

度
を
設
け
る
と
い
う
が
、
今

後
も
継
続
し
て
適
用
す
る
の

か
。

　
著
し
い
損
害
、
減
少
と
は
、

ど
の
程
度
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
条
文
は
、

も
と
も
と
あ
る
べ
き
も
の
が

な
か
っ
た
。
今
回
の
災
害
に

か
か
わ
ら
ず
、
ず
っ
と
使
う
。

　
災
害
の
、
減
免
の
条
例
に

合
わ
せ
て
判
断
し
て
い
く
。

介
護
保
険
料
は
、
減
免
の
規

定
が
あ
り
、
そ
れ
に
準
じ
る
。

　
国
の
準
則
に
準
じ
て
定
め

て
い
る
。
改
め
る
点
が
あ
れ

ば
、
改
め
て
恒
久
的
な
減
免

の
条
例
を
整
備
し
た
い
。

今
後
も
継
続
す
る
の
か

仁
科
英
議
員

町
民
課
参
事

人  

事

監
査
委
員
の
選
任

里
庄
町
新
庄

平
野
　
次
朗 

氏

「臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書」は採択
陳　情

　付託された陳情書は、９月６日の委員会において慎重に審査を行った結果、全会一致で採択すべ
きものと決しました。

審査結果（建設福祉委員会）

　９月14日の本会議において、全会一致で採択し、国への意見書を可決しました。

本会議採決結果

　国民の臓器を提供する権利、提供しない権
利、移植を受ける権利、受けない権利を同等に
尊重しつつ、臓器移植を国民にとって安全で身
近なものとして定着させる次の事項に取組む
よう強く要望する。

①臓器移植にかかる意思表示について具体的
に考え、家族などと話し合う機会を増やすこと
が出来るよう更なる啓発に努めること。

②臓器提供施設における院内体制の整備を図
るため施設の事情に応じたきめ細かい支援を
行うこと。

③ドナーの家族に対してきめ細かな対応が可
能となるよう移植コーディネーターの確保を支
援すること。

④臓器移植施設の担当医の負担軽減対策を講
ずること。

⑤国民が臓器移植ネットワークの構築されて
ない国で移植を受けることのないよう必要な
対策を講ずること。

　　2018年９月14日
　　　　　　　　　　　　　　里庄町議会

発  議

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかる
ための、２０１９年度政府予算に係る意見書採択を求める陳情は採択

　付託された陳情書は、９月６日の委員会において慎重に審査を行った結果、全会一致で採択すべ
きものと決しました。

審査結果（総務文教委員会）

　９月14日の本会議において、全会一致で採択し、国への意見書を可決しました。

本会議採決結果

　地方教育行政の実情を十分に認識され、地
方自治体が計画的に教育行政を進めることが
できるようにするために次の措置を講じられる
よう強く要望する。

①教育環境改善のために、計画的な教職員定
数改善を推進すること。

②教育の機会均等と水準の維持向上をはかる
ため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を
２分の１に復元すること。

　　2018年９月14日
　　　　　　　　　　　　　　里庄町議会

発  議

国に意見書を提出

国に意見書を提出

　
平
成
30
年
第
５
回
臨
時
会
は
、
10
月
19
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件

が
上
程
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
20
日
の
臨
時
会
で
専

決
処
分
の
報
告
を
受
け
た
災

害
復
旧
関
係
費
３
５
０
０
万

円
と
当
初
の
予
算
額
３
０
０

万
円
を
合
わ
せ
る
と
１
億
２

０
０
０
万
円
の
予
算
と
な
り

ま
し
た
。
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一
般
質
問

9月定例会

町
政
を
問
う

6人の議員が登壇して質問！

① サギの葉書に対する対処方法
② ７月豪雨災害からの教訓
③ 町内特定工場の緑地確保比率の緩和

仁科 英麿 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

① 外国人英語指導者の派遣委託事業
② 仁科財団中学生派遣事業
③ 町の防災対策

佐藤 耕三 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18P

① 町内における安全点検および対応
② 通学路の安全確保・草刈り
③ 町立図書館内乳幼児室新設

仁科 千鶴子 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18P

① ため池の改修を考えてはどうか
髙田 卓司 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17P

① ８０５０問題の対策
岡村 咲津紀 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14P

① 里見川荘の委託契約と委託料の支払い
② ため池の保全管理計画の進捗状況

岡本 雅道 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16P

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

一般
質問
一般
質問
一般
質問

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

賛否表
○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席

小
野
光
三

岡
本
雅
道

髙
田
卓
司

眞
野
博
文

仁
科
英
麿

小
野
光
章

佐
藤
耕
三

仁
科
千
鶴
子

議決結果
岡
村
咲
津
紀議案名

議員名

議案第41号　専決処分の承認を求めることについて ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○地方活力向上地域特定業務施設整備計画に伴う固定
資産税の特例に関する条例の一部改正について議案第49号

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年７月豪雨による災害被害者に対する介護
保険料の減免に関する条例の一部改正について議案第47号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年度里庄町国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）議案第51号

９
月
定
例
会

８
月
臨
時
会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択○臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を
求める陳情書

陳情第 1号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制
度拡充に係る意見書案

発議第 2号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択○
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２
分の１復元をはかるための、2019年度政府予
算に係る意見書採択の要請について

陳情第 2号

議案第42号　専決処分の承認を求めることについて ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
議案第43号　専決処分の承認を求めることについて ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
議案第44号　専決処分の承認を求めることについて ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
議案第45号 専決処分の承認を求めることについて ×× × × × × × × × 不承認
議案第46号　監査委員の選任について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

議案第48号　里庄町税条例の一部改正について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第55号　平成３０年度里庄町営墓地特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

発議第 1号　臓器移植の環境整備を求める意見書案 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第50号　平成３０年度里庄町一般会計補正予算（第３号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第56号　平成３０年度里庄町水道事業会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年度里庄町介護老人保健施設特別会計
補正予算（第１号）議案第52号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年度里庄町介護保険特別会計補正予算
(第１号)議案第53号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年度里庄町公共下水道事業会計補正予
算（第１号）議案第57号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年度里庄町後期高齢者医療特別会計補
正予算(第２号)議案第54号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町国民健康保険特別会計決算
の認定について議案第59号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町介護老人保健施設特別会計
決算の認定について議案第60号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町育英奨学資金給与特別会計
決算の認定について議案第61号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町介護保険特別会計決算の認
定について議案第62号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町後期高齢者医療特別会計決
算の認定について議案第63号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町営墓地特別会計決算の認定
について議案第64号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町水道事業会計剰余金の処分
及び決算の認定について議案第65号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町公共下水道事業会計剰余金
の処分及び決算の認定について議案第66号

議案第58号　平成２９年度里庄町一般会計決算の認定について ×× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 認　定

議案第67号　教育委員会教育長の任命について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意
議案第68号　教育委員会委員の任命について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

賛
否
表
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一
般
質
問

9月定例会

町
政
を
問
う

6人の議員が登壇して質問！

① サギの葉書に対する対処方法
② ７月豪雨災害からの教訓
③ 町内特定工場の緑地確保比率の緩和

仁科 英麿 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

① 外国人英語指導者の派遣委託事業
② 仁科財団中学生派遣事業
③ 町の防災対策

佐藤 耕三 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18P

① 町内における安全点検および対応
② 通学路の安全確保・草刈り
③ 町立図書館内乳幼児室新設

仁科 千鶴子 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18P

① ため池の改修を考えてはどうか
髙田 卓司 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17P

① ８０５０問題の対策
岡村 咲津紀 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14P

① 里見川荘の委託契約と委託料の支払い
② ため池の保全管理計画の進捗状況

岡本 雅道 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16P

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

一般
質問
一般
質問
一般
質問

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

賛否表
○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席

小
野
光
三

岡
本
雅
道

髙
田
卓
司

眞
野
博
文

仁
科
英
麿

小
野
光
章

佐
藤
耕
三

仁
科
千
鶴
子

議決結果
岡
村
咲
津
紀議案名

議員名

議案第41号　専決処分の承認を求めることについて ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○地方活力向上地域特定業務施設整備計画に伴う固定
資産税の特例に関する条例の一部改正について議案第49号

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年７月豪雨による災害被害者に対する介護
保険料の減免に関する条例の一部改正について議案第47号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年度里庄町国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）議案第51号

９
月
定
例
会

８
月
臨
時
会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択○臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を
求める陳情書

陳情第 1号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制
度拡充に係る意見書案

発議第 2号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択○
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２
分の１復元をはかるための、2019年度政府予
算に係る意見書採択の要請について

陳情第 2号

議案第42号　専決処分の承認を求めることについて ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
議案第43号　専決処分の承認を求めることについて ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
議案第44号　専決処分の承認を求めることについて ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
議案第45号 専決処分の承認を求めることについて ×× × × × × × × × 不承認
議案第46号　監査委員の選任について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

議案第48号　里庄町税条例の一部改正について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第55号　平成３０年度里庄町営墓地特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

発議第 1号　臓器移植の環境整備を求める意見書案 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第50号　平成３０年度里庄町一般会計補正予算（第３号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第56号　平成３０年度里庄町水道事業会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年度里庄町介護老人保健施設特別会計
補正予算（第１号）議案第52号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年度里庄町介護保険特別会計補正予算
(第１号)議案第53号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年度里庄町公共下水道事業会計補正予
算（第１号）議案第57号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年度里庄町後期高齢者医療特別会計補
正予算(第２号)議案第54号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町国民健康保険特別会計決算
の認定について議案第59号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町介護老人保健施設特別会計
決算の認定について議案第60号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町育英奨学資金給与特別会計
決算の認定について議案第61号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町介護保険特別会計決算の認
定について議案第62号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町後期高齢者医療特別会計決
算の認定について議案第63号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町営墓地特別会計決算の認定
について議案第64号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町水道事業会計剰余金の処分
及び決算の認定について議案第65号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定○平成２９年度里庄町公共下水道事業会計剰余金
の処分及び決算の認定について議案第66号

議案第58号　平成２９年度里庄町一般会計決算の認定について ×× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 認　定

議案第67号　教育委員会教育長の任命について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意
議案第68号　教育委員会委員の任命について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

賛
否
表
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一
般
質
問

一
般
質
問１

９
９
０
年
代
に

ひ
き
こ
も
り
が
社

会
問
題
と
な
り
30
年
が
経
過

し
た
。
当
時
10
代
か
ら
20
代

だ
っ
た
人
た
ち
が
40
代
か
ら

50
代
に
な
り
、
親
の
世
代
が

70
代
か
ら
80
代
と
高
齢
化
し
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
は
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く
、

家
族
だ
け
で
課
題
を
抱
え
込

み
が
ち
で
、
行
政
や
医
療
機

関
な
ど
の
支
援
を
受
け
ら
れ

な
い
ま
ま
孤
立
す
る
ケ
ー
ス

が
少
な
く
な
い
。

　
見
逃
せ
な
い
の
が
、
支
え

る
側
と
な
っ
て
き
た
親
の
高

齢
化
で
あ
る
。
80
代
の
親
が

50
代
の
子
ど
も
の
面
倒
を
見

る
、
い
わ
ゆ
る
８
０
５
０
問

題
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

ほ
ど
事
態
は
深
刻
さ
を
増
し

問

岡村咲津紀 議員

８
０
５
０
問
題

　　　
　
　
　
健
康
福
祉
課
長
／
現
状
と
課
題
や
実
態
把
握
を
行
う

最
近
、全
国
で「
消

費
料
金
に
関
す
る

訴
訟
最
終
告
知
の
お
知
ら
せ
」

と
い
う
詐
欺
の
葉
書
が
配
ら

れ
て
い
る
。

❶
里
庄
町
や
近
隣
で
は
ど
の

程
度
届
き
、
ど
う
い
う
被
害

が
起
き
て
い
る
か
。

❷
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の

一
番
よ
い
方
法
は
。

❸
徹
底
的
に
取
り
締
ま
り
、

犯
罪
者
を
捕
ま
え
て
も
ら
い

た
い
。
そ
の
た
め
に
全
国
ネ

ッ
ト
で
警
察
に
頑
張
っ
て
も

ら
う
運
動
を
し
て
欲
し
い
。

　
町
長
の
考
え
は
。

❶
岡
山
県
警
の
調

べ
で
は
、
特
殊
詐

欺
全
体
の
被
害
は
、
昨
年
は
、

１
９
１
件
、
被
害
額
は
５
億

５
千
万
円
、
今
年
前
半
は
、

46
件
、
２
億
３
千
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

　
里
庄
町
は
、
ゼ
ロ
件
。

❷
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に

は
絶
対
に
こ
ち
ら
か
ら
連
絡

し
な
い
こ
と
。

　
困
っ
た
と
き
は
１
人
で
悩

ま
ず
、
消
費
生
活
相
談
窓
口

や
警
察
に
相
談
す
る
こ
と
。

仁
科

　英
麿 

議
員

サギの葉書、犯罪者を捕まえて
　　　町長／警察も本腰を入れて取り組んでいる

問

消防操法訓練大会開会式

❸
警
察
も
本
腰
を

入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
遠

慮
な
く
連
絡
い
た
だ
く
こ
と

が
、
ま
た
警
察
と
の
連
携
も

密
に
し
て
、
被
害
の
未
然
防

止
に
つ
な
が
る
。

て
き
て
い
る
。
親
亡
き
後
、

本
人
を
ど
う
支
え
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
ひ
き
こ

も
り
は
長
期
化
す
る
ほ
ど
解

決
が
難
し
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
な
支
援
が
求
め

ら
れ
る
の
か
、
長
期
化
を
防

ぐ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
き
め
細
か
く
効
果

的
な
対
策
に
つ
な
げ
る
上
で
、

実
態
調
査
の
意
義
は
大
き
い
。

こ
れ
ま
で
に
、
町
は
実
態
調

査
を
実
施
し
た
の
か
。

　
ひ
き
こ
も
り
の
人
が
再
び

社
会
に
出
て
仕
事
に
つ
く
に

は
、
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
ひ
き
こ
も
り
の
人
あ
る
い

は
家
族
の
人
に
対
し
、
何
か

事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　
今
後
、
町
は
８
０
５
０
の

問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

対
策
を
し
て
い
く
の
か
。

ひ
き
こ
も
り
の
実

態
調
査
は
、
平
成

26
年
度
に
民
生
委
員
さ
ん
の

協
力
で
行
っ
た
。

　
近
年
は
高
齢
に
よ
り
要
介

護
状
態
と
な
っ
た
親
へ
の
支

援
な
ど
で
把
握
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
現
在
、
健
康
福
祉

課
で
把
握
し
て
い
る
ケ
ー
ス

は
15
件
で
あ
る
。

　
町
の
支
援
策
は
、
訪
問
活

動
と
し
た
個
別
支
援
、
精
神

科
医
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
、

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談

窓
口
の
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
支
援
な
ど
が
あ
る
。

　
ひ
き
こ
も
り
支
援
は
、
日

常
生
活
の
自
立
、
社
会
生
活

の
自
立
、
経
済
的
自
立
の
た

め
、
当
事
者
の
状
態
や
意
向

に
応
じ
た
支
援
を
適
切
に
活

用
で
き
る
状
況
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
も
ひ
き
こ
も
り
支
援

を
行
う
関
係
機
関
と
の
連
携

体
制
の
構
築
に
努
め
、
個
々

の
ケ
ー
ス
に
合
っ
た
き
め
細

か
な
対
応
を
行
う
。

　
家
族
支
援
も
岡
山
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置

さ
れ
て
い
る
岡
山
県
ひ
き
こ

も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
相
談
支
援
機
関
を
紹
介
し
、

相
談
窓
口
に
つ
な
ぐ
対
応
を

行
っ
て
い
く
。

　
町
は
平
成
31
年
度
に
、
健

康
増
進
計
画
の
中
間
評
価
お

よ
び
見
直
し
時
期
と
な
っ
て

い
る
心
の
健
康
づ
く
り
の
分

野
で
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
に

関
す
る
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
実
態
把
握
を
行
い
、
分
析

も
行
う
予
定
で
あ
る
。

健
康
福
祉

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

❶
７
月
豪
雨
災
害

に
つ
い
て
、
里
庄

町
の
雨
量
、
気
象
予
警
報
、

被
害
の
状
況
は
。

❷
町
の
対
応
は
。

❸
避
難
情
報
の
各
段
階
で
の

避
難
者
数
は
。

❹
避
難
準
備
、
勧
告
、
指
示

の
、
初
め
か
ら
の
全
町
一
律

発
令
は
、
広
過
ぎ
た
の
で
は
。

　
指
示
は
、
法
律
に
基
づ
き

強
制
力
が
あ
る
。
災
害
発
生

の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
段
階
的
に
発
令
す
べ

き
だ
。
ピ
ー
ク
で
も
73
人
避

難
し
た
だ
け
。

　
タ
イ
ミ
ン
グ
も
、
範
囲
も
、

必
要
以
上
に
す
る
と
、
狼
少

問 町
長必

要
以
上
の
発
令
は

　
　
　
　
狼
少
年
に
な
る

町
長
／
早
め
早
め
に
出
し
た

年
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
普
段
か
ら
、
災
害
の
種
類

ご
と
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
お
く
べ
き
で
は
。

❺
情
報
が
行
き
渡
っ
て
い
な

い
。
制
度
、
状
況
を
問
う
。

❻
防
災
行
政
無
線
の
導
入
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
の
利
用

等
な
ど
を
、
あ
わ
せ
て
研
究

し
て
は
。

❼
町
内
の
降
雨
状
況
や
被
害

状
況
等
を
、
時
々
刻
々
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
流
せ
な
い
か
。

❶
７
月
５
日
か
ら

４
日
間
の
累
積
雨

が
量
３
２
４
㎜
。

　
５
日
19
時
13
分
に
大
雨
警

報
（
土
砂
災
害
）、
40
分
に
同

（
浸
水
被
害
、
洪
水
警
報
）、

６
日
22
時
40
分
に
大
雨
特
別

警
報
が
発
令
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
６
日
９
時
25
分
に

は
、
岡
山
県
か
ら
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
た
。

❷
地
域
防
災
計
画
の
基
準
に

沿
い
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
避
難
に
関
す
る
発
令
、

避
難
所
の
開
設
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
里
見
排
水
機
場
の

ポ
ン
プ
を
回
す
対
応
、
各
現

地
で
の
応
急
対
応
を
実
施
。

❸
準
備
・
高
齢
者
避
難
開
始

情
報
時
０
人
、
避
難
勧
告
時

９
人
、
避
難
指
示
時
73
人
。

❹
町
内
の
ど
こ
で
災
害
が
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
だ
っ
た
た
め
。

❺
機
能
し
な
か
っ
た
エ
リ
ア

メ
ー
ル
は
、
そ
の
後
接
続
。

　
分
館
放
送
は
、
各
分
館
長

の
判
断
に
任
せ
た
。

❻
本
年
度
中
に
方
向
性
を
出

し
た
い
。

❼
非
常
に
難
し
い
。
必
要
最

低
限
の
情
報
は
伝
達
す
る
。

　

❶
農
林
施
設
で
、

奧
迫
池
の
堤
防
な

総
務

課
長

ど
36
件
被
災
。

　
公
共
土
木
施
設
は
、
69
件
。

農
産
物
の
被
害
は
、
２
件
で
、

桃
の
倒
木
や
法
面
崩
落
、
土

砂
の
流
入
等
が
あ
っ
た
。

❹
早
目
早
目
に
出

し
た
。
１
０
０
㎜

で
避
難
勧
告
し
た
。

　
迫
っ
た
危
険
を
全
て
町
が

把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
今
後
も
、
で
き
る
だ
け
細

や
か
に
は
し
た
い
と
思
う
が
、

全
町
全
域
に
出
す
可
能
性
は

高
い
。

農
林
建
設

課

　
　長

町
長

そ
の
他
の
質
問

　
特
定
工
場
の
緑
地
確
保

比
率
の
緩
和
に
つ
い
て
。

Ｑ
そ
の
根
拠
と
内
容
は
。

Ａ
生
産
性
の
向
上
、
投
資
促

進
の
た
め
。

　
下
限
を
20
％
か
ら
５
％
に

Ｑ
地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、

何
十
年
も
か
け
て
つ
く
り

上
げ
て
き
た
こ
の
資
産
を

放
棄
す
る
の
は
、
地
方
自

治
の
自
殺
行
為
。
経
緯
は
。

Ａ
企
業
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。

国
や
県
の
経
緯
は
、
答
弁

を
用
意
し
て
い
な
い
。



̶ 14 ̶̶ 15 ̶里庄町議会だより　No.94 里庄町議会だより　No.94

一
般
質
問

一
般
質
問１

９
９
０
年
代
に

ひ
き
こ
も
り
が
社

会
問
題
と
な
り
30
年
が
経
過

し
た
。
当
時
10
代
か
ら
20
代

だ
っ
た
人
た
ち
が
40
代
か
ら

50
代
に
な
り
、
親
の
世
代
が

70
代
か
ら
80
代
と
高
齢
化
し
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
は
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く
、

家
族
だ
け
で
課
題
を
抱
え
込

み
が
ち
で
、
行
政
や
医
療
機

関
な
ど
の
支
援
を
受
け
ら
れ

な
い
ま
ま
孤
立
す
る
ケ
ー
ス

が
少
な
く
な
い
。

　
見
逃
せ
な
い
の
が
、
支
え

る
側
と
な
っ
て
き
た
親
の
高

齢
化
で
あ
る
。
80
代
の
親
が

50
代
の
子
ど
も
の
面
倒
を
見

る
、
い
わ
ゆ
る
８
０
５
０
問

題
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

ほ
ど
事
態
は
深
刻
さ
を
増
し

問

岡村咲津紀 議員

８
０
５
０
問
題

　　　
　
　
　
健
康
福
祉
課
長
／
現
状
と
課
題
や
実
態
把
握
を
行
う

最
近
、全
国
で「
消

費
料
金
に
関
す
る

訴
訟
最
終
告
知
の
お
知
ら
せ
」

と
い
う
詐
欺
の
葉
書
が
配
ら

れ
て
い
る
。

❶
里
庄
町
や
近
隣
で
は
ど
の

程
度
届
き
、
ど
う
い
う
被
害

が
起
き
て
い
る
か
。

❷
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の

一
番
よ
い
方
法
は
。

❸
徹
底
的
に
取
り
締
ま
り
、

犯
罪
者
を
捕
ま
え
て
も
ら
い

た
い
。
そ
の
た
め
に
全
国
ネ

ッ
ト
で
警
察
に
頑
張
っ
て
も

ら
う
運
動
を
し
て
欲
し
い
。

　
町
長
の
考
え
は
。

❶
岡
山
県
警
の
調

べ
で
は
、
特
殊
詐

欺
全
体
の
被
害
は
、
昨
年
は
、

１
９
１
件
、
被
害
額
は
５
億

５
千
万
円
、
今
年
前
半
は
、

46
件
、
２
億
３
千
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

　
里
庄
町
は
、
ゼ
ロ
件
。

❷
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に

は
絶
対
に
こ
ち
ら
か
ら
連
絡

し
な
い
こ
と
。

　
困
っ
た
と
き
は
１
人
で
悩

ま
ず
、
消
費
生
活
相
談
窓
口

や
警
察
に
相
談
す
る
こ
と
。

仁
科

　英
麿 

議
員

サギの葉書、犯罪者を捕まえて
　　　町長／警察も本腰を入れて取り組んでいる

問

消防操法訓練大会開会式

❸
警
察
も
本
腰
を

入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
遠

慮
な
く
連
絡
い
た
だ
く
こ
と

が
、
ま
た
警
察
と
の
連
携
も

密
に
し
て
、
被
害
の
未
然
防

止
に
つ
な
が
る
。

て
き
て
い
る
。
親
亡
き
後
、

本
人
を
ど
う
支
え
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
ひ
き
こ

も
り
は
長
期
化
す
る
ほ
ど
解

決
が
難
し
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
な
支
援
が
求
め

ら
れ
る
の
か
、
長
期
化
を
防

ぐ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
き
め
細
か
く
効
果

的
な
対
策
に
つ
な
げ
る
上
で
、

実
態
調
査
の
意
義
は
大
き
い
。

こ
れ
ま
で
に
、
町
は
実
態
調

査
を
実
施
し
た
の
か
。

　
ひ
き
こ
も
り
の
人
が
再
び

社
会
に
出
て
仕
事
に
つ
く
に

は
、
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
ひ
き
こ
も
り
の
人
あ
る
い

は
家
族
の
人
に
対
し
、
何
か

事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　
今
後
、
町
は
８
０
５
０
の

問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

対
策
を
し
て
い
く
の
か
。

ひ
き
こ
も
り
の
実

態
調
査
は
、
平
成

26
年
度
に
民
生
委
員
さ
ん
の

協
力
で
行
っ
た
。

　
近
年
は
高
齢
に
よ
り
要
介

護
状
態
と
な
っ
た
親
へ
の
支

援
な
ど
で
把
握
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
現
在
、
健
康
福
祉

課
で
把
握
し
て
い
る
ケ
ー
ス

は
15
件
で
あ
る
。

　
町
の
支
援
策
は
、
訪
問
活

動
と
し
た
個
別
支
援
、
精
神

科
医
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
、

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談

窓
口
の
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
支
援
な
ど
が
あ
る
。

　
ひ
き
こ
も
り
支
援
は
、
日

常
生
活
の
自
立
、
社
会
生
活

の
自
立
、
経
済
的
自
立
の
た

め
、
当
事
者
の
状
態
や
意
向

に
応
じ
た
支
援
を
適
切
に
活

用
で
き
る
状
況
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
も
ひ
き
こ
も
り
支
援

を
行
う
関
係
機
関
と
の
連
携

体
制
の
構
築
に
努
め
、
個
々

の
ケ
ー
ス
に
合
っ
た
き
め
細

か
な
対
応
を
行
う
。

　
家
族
支
援
も
岡
山
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置

さ
れ
て
い
る
岡
山
県
ひ
き
こ

も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
相
談
支
援
機
関
を
紹
介
し
、

相
談
窓
口
に
つ
な
ぐ
対
応
を

行
っ
て
い
く
。

　
町
は
平
成
31
年
度
に
、
健

康
増
進
計
画
の
中
間
評
価
お

よ
び
見
直
し
時
期
と
な
っ
て

い
る
心
の
健
康
づ
く
り
の
分

野
で
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
に

関
す
る
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
実
態
把
握
を
行
い
、
分
析

も
行
う
予
定
で
あ
る
。

健
康
福
祉

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

❶
７
月
豪
雨
災
害

に
つ
い
て
、
里
庄

町
の
雨
量
、
気
象
予
警
報
、

被
害
の
状
況
は
。

❷
町
の
対
応
は
。

❸
避
難
情
報
の
各
段
階
で
の

避
難
者
数
は
。

❹
避
難
準
備
、
勧
告
、
指
示

の
、
初
め
か
ら
の
全
町
一
律

発
令
は
、
広
過
ぎ
た
の
で
は
。

　
指
示
は
、
法
律
に
基
づ
き

強
制
力
が
あ
る
。
災
害
発
生

の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
段
階
的
に
発
令
す
べ

き
だ
。
ピ
ー
ク
で
も
73
人
避

難
し
た
だ
け
。

　
タ
イ
ミ
ン
グ
も
、
範
囲
も
、

必
要
以
上
に
す
る
と
、
狼
少

問 町
長必

要
以
上
の
発
令
は

　
　
　
　
狼
少
年
に
な
る

町
長
／
早
め
早
め
に
出
し
た

年
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
普
段
か
ら
、
災
害
の
種
類

ご
と
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
お
く
べ
き
で
は
。

❺
情
報
が
行
き
渡
っ
て
い
な

い
。
制
度
、
状
況
を
問
う
。

❻
防
災
行
政
無
線
の
導
入
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
の
利
用

等
な
ど
を
、
あ
わ
せ
て
研
究

し
て
は
。

❼
町
内
の
降
雨
状
況
や
被
害

状
況
等
を
、
時
々
刻
々
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
流
せ
な
い
か
。

❶
７
月
５
日
か
ら

４
日
間
の
累
積
雨

が
量
３
２
４
㎜
。

　
５
日
19
時
13
分
に
大
雨
警

報
（
土
砂
災
害
）、
40
分
に
同

（
浸
水
被
害
、
洪
水
警
報
）、

６
日
22
時
40
分
に
大
雨
特
別

警
報
が
発
令
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
６
日
９
時
25
分
に

は
、
岡
山
県
か
ら
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
た
。

❷
地
域
防
災
計
画
の
基
準
に

沿
い
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
避
難
に
関
す
る
発
令
、

避
難
所
の
開
設
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
里
見
排
水
機
場
の

ポ
ン
プ
を
回
す
対
応
、
各
現

地
で
の
応
急
対
応
を
実
施
。

❸
準
備
・
高
齢
者
避
難
開
始

情
報
時
０
人
、
避
難
勧
告
時

９
人
、
避
難
指
示
時
73
人
。

❹
町
内
の
ど
こ
で
災
害
が
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
だ
っ
た
た
め
。

❺
機
能
し
な
か
っ
た
エ
リ
ア

メ
ー
ル
は
、
そ
の
後
接
続
。

　
分
館
放
送
は
、
各
分
館
長

の
判
断
に
任
せ
た
。

❻
本
年
度
中
に
方
向
性
を
出

し
た
い
。

❼
非
常
に
難
し
い
。
必
要
最

低
限
の
情
報
は
伝
達
す
る
。

　

❶
農
林
施
設
で
、

奧
迫
池
の
堤
防
な

総
務

課
長

ど
36
件
被
災
。

　
公
共
土
木
施
設
は
、
69
件
。

農
産
物
の
被
害
は
、
２
件
で
、

桃
の
倒
木
や
法
面
崩
落
、
土

砂
の
流
入
等
が
あ
っ
た
。

❹
早
目
早
目
に
出

し
た
。
１
０
０
㎜

で
避
難
勧
告
し
た
。

　
迫
っ
た
危
険
を
全
て
町
が

把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
今
後
も
、
で
き
る
だ
け
細

や
か
に
は
し
た
い
と
思
う
が
、

全
町
全
域
に
出
す
可
能
性
は

高
い
。

農
林
建
設

課

　
　長

町
長

そ
の
他
の
質
問

　
特
定
工
場
の
緑
地
確
保

比
率
の
緩
和
に
つ
い
て
。

Ｑ
そ
の
根
拠
と
内
容
は
。

Ａ
生
産
性
の
向
上
、
投
資
促

進
の
た
め
。

　
下
限
を
20
％
か
ら
５
％
に

Ｑ
地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、

何
十
年
も
か
け
て
つ
く
り

上
げ
て
き
た
こ
の
資
産
を

放
棄
す
る
の
は
、
地
方
自

治
の
自
殺
行
為
。
経
緯
は
。

Ａ
企
業
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。

国
や
県
の
経
緯
は
、
答
弁

を
用
意
し
て
い
な
い
。
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髙
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　卓
司 

議
員

危ないため池の改修はどうする
　　農林建設課長／保全計画をつくり対応

本
町
に
3
2
0
ミ

リ
降
っ
た
７
月
豪

雨
、
た
め
池
の
土
手
を
超
え

る
く
ら
い
の
水
位
に
な
っ
た
。

６
月
議
会
で
た
め
池
の
保
全

計
画
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

里庄町議会だより　No.94

一
般
質
問里

見
川
荘
の
医
療

法
人
へ
の
支
払
い

は
、
人
件
費
と
人
事
管
理
費

を
併
せ
委
託
料
と
し
て
支
払

っ
て
い
た
。
人
件
費
は
働
い

て
い
る
方
へ
の
給
与
と
、
人

を
雇
う
た
め
の
全
て
の
経
費
、

医
療
法
人
の
事
務
員
の
３
分

の
１
の
人
件
費
が
加
わ
っ
て

い
た
。

　
人
事
管
理
費
は
1
0
0
％

利
益
で
あ
っ
た
。

　
医
療
法
人
が
利
益
目
的
で

ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
す
る
と
医

療
法
違
反
。
ス
タ
ッ
フ
を
派

遣
会
社
か
ら
斡
旋
し
派
遣
す

る
と
職
業
安
定
法
違
反
。
ま

た
、
ス
タ
ッ
フ
に
併
任
辞
令

を
出
し
て
い
る
の
で
、
町
の

職
員
定
数
条
例
に
も
違
反
し

て
い
る
。

　
違
反
を
知
ら
な
か
っ
た
の

か
、
あ
る
い
は
わ
か
っ
て
や

っ
た
の
か
。医

療
法
人
に
部
分

的
に
委
託
す
る
形

で
県
か
ら
開
設
許
可
を
受
け

た
。
法
律
に
違
反
す
る
状
況

と
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
平
成
25
年
12
月
議
会
で
は
、

人
事
管
理
費
は
人
事
管
理
に

係
る
必
要
経
費
お
よ
び
そ
れ

に
伴
う
対
価
、
利
益
を
含
ん

だ
諸
経
費
に
当
た
る
部
分
と

し
て
、
町
と
医
療
法
人
と
協

議
の
上
、
判
断
し
決
定
し
た

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
ど
の

時
点
で
認
識
し
て
い
た
の
か
、

わ
か
ら
な
い
。
利
益
が
違
法

で
あ
る
と
承
知
し
た
上
で
支

払
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
職
員
定
数
条
例
に
つ
い
て

認
識
不
足
で
あ
り
全
く
申
し

問

岡本　雅道 議員

　違
法
を
知
っ
て
い
た
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　町
長
／
認
識
し
て
い
な
か
っ
た

崩れたため池の堤防（古井地区）

ため池保全管理計画進捗状況は
　  　　農林建設課参事／進んでいない

問

訳
な
か
っ
た
。

違
反
と
分
か
っ
た

時
点
で
返
し
て
も

ら
う
の
が
普
通
だ
。
契
約
書

に
経
費
は
支
払
う
が
、
利
益

を
支
払
う
と
は
記
載
が
な

い
。
利
益
を
払
え
ば
医
療
法

違
反
。
過
去
の
事
で
も
違
法

と
分
か
れ
ば
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
ど
う
す
る
の

か
。
明
確
に
わ
か
っ
た
と
き

対
処
す
る
の
か
。

町
は
医
療
法
人
の

監
督
省
庁
や
機
関

で
は
な
い
の
で
、
医
療
法
や

職
業
安
定
法
上
の
違
法
に
つ

い
て
調
査
を
行
わ
な
い
。
そ

う
い
う
事
態
に
な
っ
た
と
き

に
は
十
分
考
え
た
い
。
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７
月
の
豪
雨
に
よ

り
真
備
町
で
大
き

な
被
害
が
発
生
し
た
が
、
里

庄
町
に
お
い
て
も
数
多
く
の

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
里
庄
町
で
は
池
の
決
壊
が

一
番
心
配
で
あ
る
。

❶
県
営
た
め
池
整
備
事
業
と

し
て
、
岩
村
の
長
田
池（
済
）

浜
中
南
の
皿
池
大
池
（
設
計

中
）
本
村
の
湯
ノ
池
（
こ
れ

か
ら
）
の
３
カ
所
を
工
事
す

る
が
、
２
割
の
負
担
が
あ
る
。

　
今
の
財
政
状
況
で
は
他
の

た
め
池
の
同
時
改
修
は
難
し

い
の
で
、
状
況
把
握
の
た
め

一
斉
点
検
を
行
い
個
別
の
カ

ル
テ
を
作
る
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
が
、
ど
の
程
度
把
握
で

き
て
い
る
の
か
。

❷
点
検
の
結
果
、
危
な
い
池

と
大
丈
夫
と
い
う
池
は
い
く

つ
あ
る
の
か
。

❶
89
カ
所
の
池
の

内
、
水
を
貯
め
て

い
な
い
池
８
カ
所
を
除
き
81

カ
所
を
平
成
25
、
26
年
に
一

斉
点
検
を
行
っ
て
カ
ル
テ
を

作
っ
て
い
る
。

❷
笠
岡
観
測
所
の
記
録
で
最

問

大
雨
量
降
っ
た
と
仮
定
し
て

試
算
し
た
場
合
、
57
カ
所
の

た
め
池
で
出
て
い
く
口
の
容

量
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

結
果
だ
っ
た
。

❶
池
の
上
流
よ
り

の
流
入
量
よ
り
余

水
吐
の
大
き
さ
が
小
さ
い
池

が
57
カ
所
も
あ
る
と
い
う
こ

と
は
急
い
で
改
修
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
池
の
上
流
よ
り
の
水
が
直

接
池
に
入
ら
な
い
よ
う
に
水

路
を
造
り
、
下
流
へ
流
す
よ

う
に
考
え
て
は
ど
う
か
。

❷
池
の
堤
防
が
決
壊
し
た
ら
、

ど
の
位
に
影
響
が
あ
る
か
を

想
定
し
た
、
池
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
一
応
で
き
て
い
る

ら
し
い
が
、
ア
バ
ウ
ト
で
は

あ
る
が
浸
水
区
域
が
入
っ
て

い
る
。

　
地
元
の
関
係
あ
る
分
館
に

周
知
し
て
打
ち
合
わ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

❶
池
を
経
由
し
て

下
流
へ
出
て
い
く

池
は
少
な
い
と
思
う
が
、
必

要
で
は
な
い
時
は
池
を
経
由

し
な
い
で
下
流
へ
流
れ
る
形

に
で
き
る
だ
け
す
る
べ
き
と

考
え
る
。

　
し
か
し
池
に
は
調
整
池
と

し
て
役
割
も
あ
る
の
で
保
全

計
画
の
中
で
、
各
分
館
、
関

係
者
と
相
談
し
な
が
ら
計
画

し
て
い
き
た
い
。

❷
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
い
う

形
ま
で
は
で
き
て
い
な
い
。

精
度
が
余
り
細
か
く
な
い
の

で
皆
様
に
は
出
し
て
い
な
い
。

保
全
計
画
を
た
て
る
上
で
、

今
年
中
に
は
各
地
区
で
話
を

す
る
と
き
に
簡
易
氾
濫
解
析

の
図
面
を
持
っ
て
い
き
た
い
。

　
31
年
度
中
ぐ
ら
い
に
保
全

計
画
を
ま
と
め
た
い
。

❶
余
水
吐
の
大
き

さ
に
比
べ
て
下
流

の
水
路
が
非
常
に
狭
い
池
が

多
い
が
設
計
時
、
あ
る
い
は

施
工
時
に
な
ぜ
指
摘
し
な
か

っ
た
の
か
。

　
や
り
直
す
と
な
れ
ば
工
事

費
の
無
駄
遣
い
で
は
な
い
か
。

❷
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

中
で
避
難
場
所
が
浸
水
区
域

に
あ
る
の
は
適
切
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。

❶
そ
の
よ
う
な
形

の
水
路
は
確
か
に

あ
る
。

　
危
険
度
の
高
い
も
の
か
ら

順
番
に
対
応
す
る
と
し
か
今

は
答
え
ら
れ
な
い
。

❷
決
壊
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
適
切
と

問

は
言
え
な
い
。

　
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る

場
合
は
池
の
状
況
を
よ
く
確

認
し
た
上
で
、
災
害
に
応
じ

た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

農
林
建
設
課

参

　
　事

農
林
建
設

課

　
　長

問

農
林
建
設

課

　
　長

総
務

課
長

干し柿作り。今年も美味しくなりますように。

町
長

町
長 問

豪
雨
災
害
の
復
旧

作
業
を
優
先
し
て

進
ん
で
い
な
い
。
平
成
31
年

度
中
を
め
ど
に
保
全
計
画
を

立
て
た
い
。

農
林
建
設
課

参

　
　事
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の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　町
長
／
認
識
し
て
い
な
か
っ
た

崩れたため池の堤防（古井地区）

ため池保全管理計画進捗状況は
　  　　農林建設課参事／進んでいない

問

訳
な
か
っ
た
。

違
反
と
分
か
っ
た

時
点
で
返
し
て
も

ら
う
の
が
普
通
だ
。
契
約
書

に
経
費
は
支
払
う
が
、
利
益

を
支
払
う
と
は
記
載
が
な

い
。
利
益
を
払
え
ば
医
療
法

違
反
。
過
去
の
事
で
も
違
法

と
分
か
れ
ば
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
ど
う
す
る
の

か
。
明
確
に
わ
か
っ
た
と
き

対
処
す
る
の
か
。

町
は
医
療
法
人
の

監
督
省
庁
や
機
関

で
は
な
い
の
で
、
医
療
法
や

職
業
安
定
法
上
の
違
法
に
つ

い
て
調
査
を
行
わ
な
い
。
そ

う
い
う
事
態
に
な
っ
た
と
き

に
は
十
分
考
え
た
い
。
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７
月
の
豪
雨
に
よ

り
真
備
町
で
大
き

な
被
害
が
発
生
し
た
が
、
里

庄
町
に
お
い
て
も
数
多
く
の

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
里
庄
町
で
は
池
の
決
壊
が

一
番
心
配
で
あ
る
。

❶
県
営
た
め
池
整
備
事
業
と

し
て
、
岩
村
の
長
田
池（
済
）

浜
中
南
の
皿
池
大
池
（
設
計

中
）
本
村
の
湯
ノ
池
（
こ
れ

か
ら
）
の
３
カ
所
を
工
事
す

る
が
、
２
割
の
負
担
が
あ
る
。

　
今
の
財
政
状
況
で
は
他
の

た
め
池
の
同
時
改
修
は
難
し

い
の
で
、
状
況
把
握
の
た
め

一
斉
点
検
を
行
い
個
別
の
カ

ル
テ
を
作
る
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
が
、
ど
の
程
度
把
握
で

き
て
い
る
の
か
。

❷
点
検
の
結
果
、
危
な
い
池

と
大
丈
夫
と
い
う
池
は
い
く

つ
あ
る
の
か
。

❶
89
カ
所
の
池
の

内
、
水
を
貯
め
て

い
な
い
池
８
カ
所
を
除
き
81

カ
所
を
平
成
25
、
26
年
に
一

斉
点
検
を
行
っ
て
カ
ル
テ
を

作
っ
て
い
る
。

❷
笠
岡
観
測
所
の
記
録
で
最

問

大
雨
量
降
っ
た
と
仮
定
し
て

試
算
し
た
場
合
、
57
カ
所
の

た
め
池
で
出
て
い
く
口
の
容

量
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

結
果
だ
っ
た
。

❶
池
の
上
流
よ
り

の
流
入
量
よ
り
余

水
吐
の
大
き
さ
が
小
さ
い
池

が
57
カ
所
も
あ
る
と
い
う
こ

と
は
急
い
で
改
修
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
池
の
上
流
よ
り
の
水
が
直

接
池
に
入
ら
な
い
よ
う
に
水

路
を
造
り
、
下
流
へ
流
す
よ

う
に
考
え
て
は
ど
う
か
。

❷
池
の
堤
防
が
決
壊
し
た
ら
、

ど
の
位
に
影
響
が
あ
る
か
を

想
定
し
た
、
池
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
一
応
で
き
て
い
る

ら
し
い
が
、
ア
バ
ウ
ト
で
は

あ
る
が
浸
水
区
域
が
入
っ
て

い
る
。

　
地
元
の
関
係
あ
る
分
館
に

周
知
し
て
打
ち
合
わ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

❶
池
を
経
由
し
て

下
流
へ
出
て
い
く

池
は
少
な
い
と
思
う
が
、
必

要
で
は
な
い
時
は
池
を
経
由

し
な
い
で
下
流
へ
流
れ
る
形

に
で
き
る
だ
け
す
る
べ
き
と

考
え
る
。

　
し
か
し
池
に
は
調
整
池
と

し
て
役
割
も
あ
る
の
で
保
全

計
画
の
中
で
、
各
分
館
、
関

係
者
と
相
談
し
な
が
ら
計
画

し
て
い
き
た
い
。

❷
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
い
う

形
ま
で
は
で
き
て
い
な
い
。

精
度
が
余
り
細
か
く
な
い
の

で
皆
様
に
は
出
し
て
い
な
い
。

保
全
計
画
を
た
て
る
上
で
、

今
年
中
に
は
各
地
区
で
話
を

す
る
と
き
に
簡
易
氾
濫
解
析

の
図
面
を
持
っ
て
い
き
た
い
。

　
31
年
度
中
ぐ
ら
い
に
保
全

計
画
を
ま
と
め
た
い
。

❶
余
水
吐
の
大
き

さ
に
比
べ
て
下
流

の
水
路
が
非
常
に
狭
い
池
が

多
い
が
設
計
時
、
あ
る
い
は

施
工
時
に
な
ぜ
指
摘
し
な
か

っ
た
の
か
。

　
や
り
直
す
と
な
れ
ば
工
事

費
の
無
駄
遣
い
で
は
な
い
か
。

❷
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

中
で
避
難
場
所
が
浸
水
区
域

に
あ
る
の
は
適
切
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。

❶
そ
の
よ
う
な
形

の
水
路
は
確
か
に

あ
る
。

　
危
険
度
の
高
い
も
の
か
ら

順
番
に
対
応
す
る
と
し
か
今

は
答
え
ら
れ
な
い
。

❷
決
壊
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
適
切
と

問

は
言
え
な
い
。

　
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る

場
合
は
池
の
状
況
を
よ
く
確

認
し
た
上
で
、
災
害
に
応
じ

た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

農
林
建
設
課

参

　
　事

農
林
建
設

課

　
　長

問

農
林
建
設

課

　
　長

総
務

課
長

干し柿作り。今年も美味しくなりますように。

町
長

町
長 問

豪
雨
災
害
の
復
旧

作
業
を
優
先
し
て

進
ん
で
い
な
い
。
平
成
31
年

度
中
を
め
ど
に
保
全
計
画
を

立
て
た
い
。

農
林
建
設
課

参

　
　事
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は
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う
に
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し
て
い
く
の
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一
般
質
問英

語
指
導
教
師
を

数
年
か
け
て
Ｊ
Ｅ

Ｔ
へ
切
り
か
え
る
検
討
を
す

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

手
順
は
。

　
今
年
何
人
切
り
か
え
、
来

年
何
人
切
り
か
え
て
い
く
と
、

具
体
的
な
考
え
は
。

現
時
点
で
は
検
討

中
で
具
体
的
に
は

ま
だ
言
え
な
い
。

　
民
間
か
ら
の
派
遣
を
少
な

く
す
る
の
か
、
ゼ
ロ
に
す
る

の
か
も
含
め
、
変
え
て
い
く

方
向
で
考
え
て
い
る
。

問

佐藤　耕三 議員

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
へ
切
り
か
え
の
手
順
は

　　　
　
　
　
　
　
　
教
育
長
／
ま
だ
言
え
な
い
が
変
え
て
い
くどう見直すのか

　  　　教委事務局長／財団と相談しながら検討

一斉放送できないか
　  　　総務課長／検討し方向性を出したい

問草
刈
り
負
担
に
な
る

農
林
建
設
課
／
対
策
方
法
は
考
え
て
み
る
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東
西
小
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
緊
急

の
安
全
点
検
を
実
施
し
、
耐

震
補
強
す
る
。

❶
学
校
以
外
の
安
全
点
検
を

し
て
い
る
の
か
。

❷
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
点
検
し

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
回
覧
が

あ
っ
た
が
、
問
い
合
わ
せ
は

な
か
っ
た
か
。

❸
点
検
の
負
担
、
補
助
金
・

助
成
金
は
出
す
の
か
。

❶
個
人
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
点
検
を
、
町

が
今
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
全
戸
配

布
し
た
点
検
チ
ラ
シ
等
で
周

知
し
た
。

❷
点
検
を
ど
う
し
て
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
と
数
件
あ
っ

た
。

❸
個
人
負
担
と
な
り
、
補
助

金
を
出
す
考
え
は
な
い
。

　
通
学
路
等
は
、
安
全
点
検

を
実
施
し
、
危
な
い
と
感
じ

た
と
こ
ろ
は
、
個
別
に
お
願

い
し
、
安
全
確
保
の
た
め
様

々
な
手
法
を
検
討
す
る
。

問

❶
通
学
路
の
安
全

対
策
の
推
進
は
、

誰
が
ど
の
様
に
し
て
い
る
の

か
。

　
警
察
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

❷
通
学
路
の
草
刈
り
が
高
齢

化
し
て
い
く
中
で
負
担
に
な

る
。
分
館
長
頼
み
だ
と
負
担

が
か
か
る
。
行
政
か
ら
お
願

い
の
電
話
•
チ
ラ
シ
の
配
布

と
い
う
考
え
は
な
い
の
か
。

　
そ
の
対
策
は
。

問

熱心に見学（理化学研究所）

今日も元気に登校中

か
。

❷
理
化
学
研
究
所
の
和
光
サ

イ
エ
ン
ス
合
宿
で
は
高
校
生

が
夏
休
み
の
数
日
間
、
体
験

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
中
学
生
を
対
象
と
し
た
こ

の
事
業
か
ら
高
校
生
に
変
え

て
い
く
考
え
は
。

❶
具
体
的
な
見
直

し
を
決
定
し
た
も

の
は
現
在
な
い
。
今
後
、
仁

科
財
団
と
相
談
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

❷
理
研
に
は
里
庄
町
の
た
め

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
の
強
み
を
生
か
し
た
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
中
学
生
か
ら
高
校
生
な
ど
、

人
選
の
枠
を
広
げ
る
こ
と
は

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長

教
委
事
務

局

　
　長

❶
自
然
災
害
を
受

け
る
都
度
、
国
の

支
援
制
度
適
用
基
準
が
広
が

っ
て
い
る
。

　
今
の
時
点
で
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
も
の
も
、
県
を
通

じ
国
に
要
望
す
る
考
え
は
。

❷
台
風
12
号
の
と
き
は
大
雨

が
想
定
さ
れ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
避
難
所
の
開
設
は

問

20
時
と
、
夜
暗
く
な
っ
て
い

た
。
避
難
所
の
開
設
時
間
は

適
切
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る

の
か
。

❸
分
館
長
に
放
送
を
と
い
う

こ
と
を
言
わ
れ
た
が
分
館
長

に
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
。

分
館
長
だ
け
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
役
場
か
ら
一
斉
に
放

送
で
き
な
い
か
。

❶
新
た
な
補
助
制

度
の
創
設
の
要
望

は
現
在
な
い
が
、
今
後
必
要

に
応
じ
県
を
通
じ
て
相
談
し

て
い
き
た
い
。

❷
総
雨
量
、
台
風
の
気
圧
、

今
後
の
進
路
を
総
合
的
に
判

断
し
た
結
果
。

❸
今
年
度
中
に
は
一
斉
に
分

館
長
に
情
報
伝
達
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
、
方
向
性
を
出

し
て
い
き
た
い
。

　
分
館
長
だ
け
で
な
く
防
災

士
、
自
主
防
災
組
織
へ
も
情

報
連
絡
が
と
れ
る
体
制
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
。

総
務

課
長

農
林
建
設

課

　
　長

❶
学
校
・
農
林
建

設
・
企
画
商
工
課

と
合
同
協
議
し
、
予
算
・
事

業
計
画
を
協
議
し
、
改
善
し

て
い
る
。

　
警
察
の
協
力
は
検
討
し
た

い
。

❷
土
地
所
有
者
・
分
館
・
P
T

A
に
お
願
い
し
、
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
の
が
現
状
。

　
対
策
方
法
は
、
提
案
も
あ

り
考
え
て
み
る
。

教
委
事
務

局

　
　長

新
設
を
補
正
予
算
に
す
る
理
由
は

町
長
／
環
境
を
早
く
提
供
す
る
必
要
が
あ
る

❶
町
立
図
書
館
内

乳
幼
児
室
新
設
を

9
月
補
正
予
算
に
計
上
す
る

理
由
は
。

❷
専
用
の
新
設
の
内
容
は
。

❸
衛
生
的
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ

ロ
ア
で
な
く
カ
ー
ペ
ッ
ト
タ

イ
ル
に
し
た
理
由
は
。

　
誰
が
管
理
す
る
の
か
。

❹
耐
震
構
造
が
あ
る
と
思
う

が
、
壁
を
挟
ん
で
ト
イ
レ
が

あ
る
の
で
、
両
方
か
ら
い
け

る
と
便
利
だ
が
、
考
え
は
な

い
の
か
。

❺
図
書
室
は
静
か
に
本
を
読

む
場
所
。
そ
の
対
策
は
。

❶
今
年
度
当
初
予

算
編
成
で
幼
児
、

児
童
図
書
を
充
実
し
教
育
、

子
育
て
に
関
す
る
施
設
環
境

の
整
備
充
実
を
推
進
し
た
い
。

環
境
を
で
き
る
だ
け
早
く
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
、
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
補
正
予
算

問

に
計
上
し
た
。

❷
館
長
室
を
分
割

し
て
設
置
す
る
約

35
㎡
、
畳
10
枚
程
度
の
ス
ペ

ー
ス
。
分
割
壁
は
木
質
、
フ

ロ
ア
は
衛
生
面
を
考
慮
し
、

土
足
厳
禁
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

使
用
す
る
。
授
乳
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
す
る
。

❸
教
育
委
員
会
と
し
て
一
番

の
工
法
を
選
ん
だ
。

　
図
書
館
の
職
員
が
管
理
す

る
。

❹
す
ぐ
外
に
、
子
ど
も
用
ト

イ
レ
が
あ
る
事
に
着
目
し
て

い
た
の
で
、
考
え
て
い
な
か

っ
た
。

❺
防
音
対
策
と
し
て
、
出
入

り
口
に
扉
が
あ
り
、
声
な
ど

外
に
出
に
く
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
空
調
も
完
備
、
入

り
口
付
近
に
乳
幼
児
ト
イ
レ

が
あ
る
。
利
用
方
法
は
、
室

内
へ
掲
示
等
し
て
対
策
す
る
。

町
長

教
委
事
務

局

　
　長

※ 

J
E
T
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
語
学
指
導
を
行
う
外
国
青
年
招
致

事
業

※ 



̶ 18 ̶

一
般
質
問

仁
科
千
鶴
子 

議
員

補助金・助成金は出すのか
　　農林建設課長／個人負担、補助金は出さない

❶
中
学
生
の
派
遣

事
業
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
見
直
し
て
い
く
の

里庄町議会だより　No.94

一
般
質
問英

語
指
導
教
師
を

数
年
か
け
て
Ｊ
Ｅ

Ｔ
へ
切
り
か
え
る
検
討
を
す

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

手
順
は
。
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え
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来
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何
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と
、

具
体
的
な
考
え
は
。

現
時
点
で
は
検
討

中
で
具
体
的
に
は

ま
だ
言
え
な
い
。

　
民
間
か
ら
の
派
遣
を
少
な

く
す
る
の
か
、
ゼ
ロ
に
す
る

の
か
も
含
め
、
変
え
て
い
く

方
向
で
考
え
て
い
る
。

問

佐藤　耕三 議員

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
へ
切
り
か
え
の
手
順
は

　　　
　
　
　
　
　
　
教
育
長
／
ま
だ
言
え
な
い
が
変
え
て
い
くどう見直すのか

　  　　教委事務局長／財団と相談しながら検討

一斉放送できないか
　  　　総務課長／検討し方向性を出したい

問草
刈
り
負
担
に
な
る

農
林
建
設
課
／
対
策
方
法
は
考
え
て
み
る
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東
西
小
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
緊
急

の
安
全
点
検
を
実
施
し
、
耐

震
補
強
す
る
。

❶
学
校
以
外
の
安
全
点
検
を

し
て
い
る
の
か
。

❷
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
点
検
し

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
回
覧
が

あ
っ
た
が
、
問
い
合
わ
せ
は

な
か
っ
た
か
。

❸
点
検
の
負
担
、
補
助
金
・

助
成
金
は
出
す
の
か
。

❶
個
人
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
点
検
を
、
町

が
今
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
全
戸
配

布
し
た
点
検
チ
ラ
シ
等
で
周

知
し
た
。

❷
点
検
を
ど
う
し
て
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
と
数
件
あ
っ

た
。

❸
個
人
負
担
と
な
り
、
補
助

金
を
出
す
考
え
は
な
い
。

　
通
学
路
等
は
、
安
全
点
検

を
実
施
し
、
危
な
い
と
感
じ

た
と
こ
ろ
は
、
個
別
に
お
願

い
し
、
安
全
確
保
の
た
め
様

々
な
手
法
を
検
討
す
る
。

問

❶
通
学
路
の
安
全

対
策
の
推
進
は
、

誰
が
ど
の
様
に
し
て
い
る
の

か
。

　
警
察
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

❷
通
学
路
の
草
刈
り
が
高
齢

化
し
て
い
く
中
で
負
担
に
な

る
。
分
館
長
頼
み
だ
と
負
担

が
か
か
る
。
行
政
か
ら
お
願

い
の
電
話
•
チ
ラ
シ
の
配
布

と
い
う
考
え
は
な
い
の
か
。

　
そ
の
対
策
は
。

問

熱心に見学（理化学研究所）

今日も元気に登校中

か
。

❷
理
化
学
研
究
所
の
和
光
サ

イ
エ
ン
ス
合
宿
で
は
高
校
生

が
夏
休
み
の
数
日
間
、
体
験

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
中
学
生
を
対
象
と
し
た
こ

の
事
業
か
ら
高
校
生
に
変
え

て
い
く
考
え
は
。

❶
具
体
的
な
見
直

し
を
決
定
し
た
も

の
は
現
在
な
い
。
今
後
、
仁

科
財
団
と
相
談
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

❷
理
研
に
は
里
庄
町
の
た
め

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
の
強
み
を
生
か
し
た
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
中
学
生
か
ら
高
校
生
な
ど
、

人
選
の
枠
を
広
げ
る
こ
と
は

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長

教
委
事
務

局

　
　長

❶
自
然
災
害
を
受

け
る
都
度
、
国
の

支
援
制
度
適
用
基
準
が
広
が

っ
て
い
る
。

　
今
の
時
点
で
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
も
の
も
、
県
を
通

じ
国
に
要
望
す
る
考
え
は
。

❷
台
風
12
号
の
と
き
は
大
雨

が
想
定
さ
れ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
避
難
所
の
開
設
は

問

20
時
と
、
夜
暗
く
な
っ
て
い

た
。
避
難
所
の
開
設
時
間
は

適
切
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る

の
か
。

❸
分
館
長
に
放
送
を
と
い
う

こ
と
を
言
わ
れ
た
が
分
館
長

に
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
。

分
館
長
だ
け
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
役
場
か
ら
一
斉
に
放

送
で
き
な
い
か
。

❶
新
た
な
補
助
制

度
の
創
設
の
要
望

は
現
在
な
い
が
、
今
後
必
要

に
応
じ
県
を
通
じ
て
相
談
し

て
い
き
た
い
。

❷
総
雨
量
、
台
風
の
気
圧
、

今
後
の
進
路
を
総
合
的
に
判

断
し
た
結
果
。

❸
今
年
度
中
に
は
一
斉
に
分

館
長
に
情
報
伝
達
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
、
方
向
性
を
出

し
て
い
き
た
い
。

　
分
館
長
だ
け
で
な
く
防
災

士
、
自
主
防
災
組
織
へ
も
情

報
連
絡
が
と
れ
る
体
制
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
。

総
務

課
長

農
林
建
設

課

　
　長

❶
学
校
・
農
林
建

設
・
企
画
商
工
課

と
合
同
協
議
し
、
予
算
・
事

業
計
画
を
協
議
し
、
改
善
し

て
い
る
。

　
警
察
の
協
力
は
検
討
し
た

い
。

❷
土
地
所
有
者
・
分
館
・
P
T

A
に
お
願
い
し
、
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
の
が
現
状
。

　
対
策
方
法
は
、
提
案
も
あ

り
考
え
て
み
る
。

教
委
事
務

局

　
　長

新
設
を
補
正
予
算
に
す
る
理
由
は

町
長
／
環
境
を
早
く
提
供
す
る
必
要
が
あ
る

❶
町
立
図
書
館
内

乳
幼
児
室
新
設
を

9
月
補
正
予
算
に
計
上
す
る

理
由
は
。

❷
専
用
の
新
設
の
内
容
は
。

❸
衛
生
的
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ

ロ
ア
で
な
く
カ
ー
ペ
ッ
ト
タ

イ
ル
に
し
た
理
由
は
。

　
誰
が
管
理
す
る
の
か
。

❹
耐
震
構
造
が
あ
る
と
思
う

が
、
壁
を
挟
ん
で
ト
イ
レ
が

あ
る
の
で
、
両
方
か
ら
い
け

る
と
便
利
だ
が
、
考
え
は
な

い
の
か
。

❺
図
書
室
は
静
か
に
本
を
読

む
場
所
。
そ
の
対
策
は
。

❶
今
年
度
当
初
予

算
編
成
で
幼
児
、

児
童
図
書
を
充
実
し
教
育
、

子
育
て
に
関
す
る
施
設
環
境

の
整
備
充
実
を
推
進
し
た
い
。

環
境
を
で
き
る
だ
け
早
く
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
、
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
補
正
予
算

問

に
計
上
し
た
。

❷
館
長
室
を
分
割

し
て
設
置
す
る
約

35
㎡
、
畳
10
枚
程
度
の
ス
ペ

ー
ス
。
分
割
壁
は
木
質
、
フ

ロ
ア
は
衛
生
面
を
考
慮
し
、

土
足
厳
禁
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

使
用
す
る
。
授
乳
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
す
る
。

❸
教
育
委
員
会
と
し
て
一
番

の
工
法
を
選
ん
だ
。

　
図
書
館
の
職
員
が
管
理
す

る
。

❹
す
ぐ
外
に
、
子
ど
も
用
ト

イ
レ
が
あ
る
事
に
着
目
し
て

い
た
の
で
、
考
え
て
い
な
か

っ
た
。

❺
防
音
対
策
と
し
て
、
出
入

り
口
に
扉
が
あ
り
、
声
な
ど

外
に
出
に
く
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
空
調
も
完
備
、
入

り
口
付
近
に
乳
幼
児
ト
イ
レ

が
あ
る
。
利
用
方
法
は
、
室

内
へ
掲
示
等
し
て
対
策
す
る
。

町
長

教
委
事
務

局

　
　長

※ 

J
E
T
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
語
学
指
導
を
行
う
外
国
青
年
招
致

事
業

※ 
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　八
ツ
的
子
供
会
は
、
保
育

園
児
三
人
、
幼
稚
園
児
三
人
、

小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
の
十
九
人
と
合
わ
せ
て

二
十
五
人
、
十
九
世
帯
で
仲

良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　四
月
に
は
歓
迎
会
を
兼
ね

た
お
楽
し
み
会
、
夏
の
ラ
ジ

オ
体
操
、
卒
業
す
る
六
年
生

と
の
思
い
出
作
り
の
お
別
れ

会
等
、
一
年
を
通
し
て
様
々

な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

特
に
十
月
に
行
わ
れ
る
秋
祭

り
は
地
域
の
皆
様
と
協
力
し

て
行
い
ま
す
。
子
供
会
で
は

子
ど
も
達
が
お
神
輿
を
ひ
い

て
分
館
内
か
ら
日
𠮷
神
社
ま

で
練
り
歩
き
ま
す
。
神
社
で

御
祈
祷
を
受
け
た
後
は
公
会

堂
へ
戻
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
模
擬
店
で
お
で
ん
や
ジ

ュ
ー
ス
を
購
入
し
た
り
と
、

地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
楽
し

み
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
の
夏
は
分
館

で
集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ

ャ
ッ
プ
の
寄
託
も
行
い
ま
し

た
。
分
館
の
皆
様
と
集
め
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は

約
八
・
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ

り
、
こ
れ
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
通
じ
て
発
展
途
上

国
で
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

購
入
に
役
立
て
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　そ
し
て
、
地
域
の
皆
様
に

は
、
日
々
子
ど
も
達
の
安
全

に
気
を
配
っ
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
一
一
〇
番
の
設
置
や

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
か

げ
で
安
心
し
て
登
下
校
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
資

源
回
収
等
の
学
校
行
事
に
も

御
協
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
子
ど
も
達
の

成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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（20）……………………シリーズ“地域の子どもたち”（八ツ的子供会）
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岡山県 里庄町議会岡山県 里庄町議会

地域の 子どもたち子どもたち

地
域
の
皆
様
に
感
謝八

ツ

的

子

供

会

勇壮に『千歳楽』練り歩き勇壮に『千歳楽』練り歩き

（13）…………………………………………町政を問う！（6人が登壇）

議会広報編集委員会 E-mail:gikai@town.satosho.lg.jp

　風が冷たくなり、少し
ずつ冬のおとずれを感じ
る季節となりました。朝晩
は寒さを感じることも多
く、健康管理には気をつ
けたいものです。
　さて、11 月 11 日は
「介護の日」というのをご

（眞野）

（7～10）…災害関係予算1億2000万円（臨時会）、対策費に追加979万円（補正）

存知でしょうか。高齢化な
どにより介護を必要とする
方が増加し、その課題も
多様です。
　介護を身近なものとし
てとらえて、それぞれの
立場で介護を考えてみて
はいかがでしょうか。

（3）……………………………………………平成29年度決算すべて認定

（11）………………………………陳情2件を採択、国へ意見書を提出


